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こんなに大きなジャガイモとれたよ！
　　　　　　　　　　　　　　　（8／穆松．里像麿漸のイモほ緋〉

みなさんの在宅介護を支援します一 ・・2

長寿おめでとう、長寿者名簿… ・軍”“　一3

婁1翻プラン推進懇議会、真憂の轍まつり…　4～5

農業委興会通信、東窟事務醍だより…　　一6～7

まちの謡題／猛喬公演は大成功… 一i（）～1ま

お螂）せ／写真コンテスト作贔募集一……43～掻

圃圏回團
窃鯵驚驚《醐鑛》

鏡歩ちゃん　蕎橋重勝・敦子さん

　　　　　　天承島（穂四郎）

翻《糟諮《翼窓》

盤藤　カネさん　77歳　聚水越〈大道〉

相澤シサノさん玉磁歳小谷（漉屋〉

村山　憩佳さん　ま歳　湯　本（坂中〉

若井　ヤイさん　76歳　湯建1（不老霞1〉

小野塚吉三郎さん　8三歳藤倉（豊則）

※7月1鷺から3蝦までの届出分です。

※広報に載せてほしくない方は、雇i出のと

きに窓じiにお謡ください．

町の動き
8翔隻総環在

総人鷺3，389メ、（一6）

男L649人（一P
女　粟，740人　（一5）

盤帯数王，焉o戸（一2）

　　　　　　（　〉内は莇月との此較
町民憲章昌君塁瀬53、鐸7声茎簿…建

わたしたちは松之i、tl隣鍵です。郷、tを愛し、

みんなでよ摯よい町づくt）をしよう。

購罠の倉誉葉
王、美しい緑と嚢の串で

　心簸かな人になろう
笠、ブナの櫓が触れ脅うよう轍

　連帯の心をもとう

　　　　ゆ1、湧蓼いづる湯撮のように
　　翻遣4）力を篤凝）よう

温泉定休日
ぎ　1温泉センター1翠の湯

8月！728129

9月P，i2251％
駄 義

ぽくの絵わたしの絵　　松里保育所

魏懸蕪

／翻

・
、
黙

難鱒簸
　　　　木のぼり
ぼくとたくとくんが寒のぽりしてもるところ

　　　　　　　　　隻

〈う毒ぎ緯〉

｛巌散ん
（天水越・水之燈〉

糠

　〈うさぎ総〉
ながおわかずや

長澤釈也くん

（天水島・みはらし）

　聾謬・
　蝋盗

、纒謡灘灘
　　　　ボールあそぴ

ぽくと1きとうかずやくんがボールなげをして

遊んでいるところです。

7月のできこゆと

ユ霞　交通安全協会支部総会

2賃　町スキー協会総会

3iヨ　選挙管理委員会

7罎議会臨蒔会
8鷺　町観光協会総会

22欝　松之出浄化センター通水

戴
犠
鍵
㎝
．
．
撫

25鷺　農年受給者遵盟総会

27貨　第22回驚罠体育大会

29Ei　農業委興会総会

3月徳臼～3月指賃の予定

208　献血（会場一役場）

2葺奪　リハビリ教室

28磯　購ゲートポール大会

298　小・中学校で始業式

3欝　三種混合ワクチン（幼晃〉

難顕　二種混食ワクチン（小6〉

▼
テ
レ
ピ
や
新
闘
が
報
じ
て
い
る
よ

う
に
、
今
年
も
多
く
の
食
中
毒
感
染

餐
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
漂
性

大
腸
菌
0
2
6
と
い
う
葺
新
し
い
名

麟
も
聞
か
れ
ま
す
、
昨
年
、
巖
も
多

く
発
生
し
た
食
中
毒
は
、
サ
ル
モ
ネ

ラ
菌
（
肉
・
魚
・
卵
が
原
霞
の
食
最
）

に
よ
る
も
の
だ
そ
う
で
す
。
い
崖
は

気
温
や
湿
度
が
禺
く
、
食
中
毒
菌
が

繁
殖
し
や
す
い
聴
朗
。
食
品
の
保
存

や
調
理
方
法
な
ど
に
は
十
分
な
濾
慧

が
必
要
で
す
。
▼
も
う
す
ぐ
お
盆
。

今
無
も
大
勢
の
帰
雀
客
で
に
ぎ
わ
い

車
の
通
行
量
も
多
く
な
り
ま
す
．
交

通
事
故
に
も
ご
漣
慧
を
！

編
集
室
か
ら

ご6

ー
寸
o
o
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購
で
は
急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
蕉
竃
禰
祉
サ
…
ビ
ス
を
中

心
に
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。
騰
月
に
完
成
し
た
粧
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
家
灘
で
お
奪
寄
り
を
介
護
し
て
い
る
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
応

え
る
保
健
福
祉
の
総
念
梅
談
窓
口
で
、
広
く
み
な
さ
ん
に
利
胴
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
で

は
、
次
の
よ
う
な
往
竃
介
護
で
町
民
の
み
な
さ
ん
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
筏
竈
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
霊
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

嚇
～
、
　
セ
ン
タ
ー
が
リ
フ
ト
つ
き
バ
ス

で
送
迎
し
ま
す
。

【
利
粥
で
き
る
方
】

　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
一
以
上
の
方

【
サ
ー
ビ
ス
内
容
】

　
送
運
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
入
浴
・

　
給
食
・
撮
常
動
作
訓
練
な
ど

【
利
嗣
料
金
】
（
各
一
翻
の
料
金
〉

◇
叢
蓋
8
円

◇
入
浴
蕊
般
入
浴
慧
Q
O
円
、
特

　
溺
入
浴
（
寝
た
き
り
の
方
な
ど
〉

　
五
〇
〇
内

2

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

入
浴
サ
ー
ビ
ス

鱗

灘
灘
睡
嚢
、
』

灘
・
　
磁
萎
羅

お
隼
寄
り
を
短
期
間

　
預
か
っ
て
ほ
し
い
と
き

、
筏
ず
　
．

・
董

騨
難

澱
鰹
難
欝

　
寝
た
き
り
や
｝
人
暮
ら
し
の
お
隼

寄
り
、
障
書
者
が
い
る
家
庭
で
、
介
護

や
家
事
の
手
助
け
が
必
要
な
鷺
帯
に

驚
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
、

身
の
園
り
の
働
語
を
し
ま
す
。

【
利
薦
で
き
る
方
｝

　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方
、

霞
宅
で
介
護
が
必
要
な
方
な
ど

糞
護
や
家
箏
の

　
　
手
助
け
が
必
要
な
と
き

　
家
庭
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方
の
身

体
的
・
精
禅
的
な
負
担
を
減
ら
す
た

め
、
体
の
弱
い
お
奪
寄
り
や
寝
た
き

　
【
サ
ー
ビ
ス
内
容
｝

◇
介
護
サ
ー
ビ
ス
§
食
事
・
入
浴
・
舞

泄
の
介
護
。
通
院
の
介
助
な
ど

◇
家
事
サ
ー
ビ
ス
糞
調
理
・
衣
類
の

洗
濯
、
住
居
の
掃
除
や
整
頓
な
ど

　
霧
爾
料
重

　
　
一
時
問
讐
無
料
～
九
三
〇
円
（
生

計
中
心
餐
の
所
得
に
よ
っ
て
異
な
る
）

お
隼
寄
砂
が
入
浴
・
食
事

　
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
と
き

　り

の
お
年
寄
り
な
ど
を
デ
イ
サ
ー
ビ

　
ス
セ
ン
タ
峯
が
…
β
お
預
か
り
し
、

家
族
に
代
わ
っ
て
お
世
謡
す
る
も
の

　
お
年
寄
り
の
雛
議
を
し
て
い
る
方

が
、
病
気
や
事
故
、
羅
婚
葬
祭
な
ど

｝
蒔
的
に
介
護
で
き
な
く
な
る
と
き

に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
短
期
闘

お
預
か
り
し
お
世
話
し
ま
す
。

【
利
網
で
き
る
方
｝

　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方
で

　
　
　
　
騒
藩
鍵
灘
の

介
護
が
必
要
な
方

【
サ
…
ビ
ス
内
容
】

　
療
則
と
し
て
七
鷺
以
内
。
た
だ
し
、

特
に
必
要
な
場
A
は
二
十
八
欝
間

霧
罵
料
竃

　
一
獄
当
た
り
、
二
、
　
…
照
○
円

　
自
紹
で
介
護
す
る
た
め
に
必
要
な

便
利
な
介
護
嗣
最
の
給
付
・
黛
与
、

購
入
す
る
場
合
の
相
談
や
資
金
の
援

助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

門
利
驚
で
き
る
方
】

　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方
で

介
護
が
必
要
な
方

門
利
罵
で
き
る
物
】

　
電
動
介
護
ベ
ッ
ト
、
床
ず
れ
防
止

マ
ッ
ト
、
車
い
す
な
ど
介
護
罷
最

介
護
用
品
が

　
　
必
要
に
な
っ
た
と
き

【
サ
ー
ビ
ス
内
容
｝

　
給
付
・
貸
与
や
相
談
な
ど

【
利
爆
料
愈

　
貸
し
繊
し
は
無
料
。
購
入
援
助
は

勝
得
に
よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

※
こ
の
地
に
も
筏
宅
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
の
窓
鷺
に
相
談
・
串
請
く

だ
さ
い
、
　
僧
六
…
三
七
〇
五
へ

長寿
　　おめでとうございます
　鑓内で9§歳以上の長欝の人は、女性28人、男姓S人の

36人です。みなさんこれからも達者でいてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　平成9年度長寿者名簿　　／鍵鷺饗蝶響歳月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（墾塑3

「璽1住．製ロ1
Ti8「欝幕㎜鰍
　警6i天水島　鱒
　　…　96i藤内名　東
　　モ　9絹橋詰　新
　瞬松加　き
　　を　94i天水島　彦
　9娯猪之名　親

ー
…
…
慣
ー
ー
ー
ー
…
ー
｝
象
ー
ー
ー
ー
…
…
ー
…
ー
ー
き
…
…
　
　
　
　
　
　
　
…
ー
ー
…
…
！
…

　
　
｝
七
屡
麗
鷺
ハ
家
屋
院
場
麗
閣
屡
閣
敷
中

畢
｝　

　
㎜
藤
　
　
　
ね
　
　
之
　
干
老
老
鳥
老

　
　
　．

、
一
　
鱒
東
新
き
彦
親
水
元
下
不
不
鹿
不
麗
坂

　
　
㎜
鰍

不老醐
五郎吉

縫
　
　
院
閣
屡
敷
閣
郎

葉
禽
　
　
老
　
　
醗
老
次

柏
　
長
不
藤
上
不
平

竃
坂

新
千
しなん木

水　上
五兵工
普　七
　萌

大秘屡

越
鶴
池

水
水
蝦

天
天
下

由
”
由
囲
山
由
一
｝
避
幽
鮪
由
『
撫

　
　
　
立
　
　
　
　
水

湯
湯
中
湯
古
天
湯
湯
松之出

函
覇
根
出
由
四
携
鋤
出
立

水
　
　
　
　
立
　
　
　
　
　
麦

天
嘗
湯
中
東
湯
湯
磁

根
立
野
越
根
出

　
麦
　
　
水
　
　
立

蛍
磁
坪
天
蟹
中

　
　
　
　
一

郷
村
一

七
L

　
　
　
　
　
㎜

黒
搬
整

い き

酬
噌
韻
d
…
鑓
，
絹
絹
、
唄
擁
噴
帽
の
…
唄
罰
“
引

　
　
9
警
9
9
§
9
9
9
§
9
9
9
9
9
9
麗
92
鯉
92

飯
瓢
瓢
凱
伽
雛
9
0
9
0
go

90

90

90

9α

90

90

90

9脅

画
欄
繍
嫌
囎
傑
糠
雛
難
螺
磯
礁
糠

名

ー
…
ト
ー

　
弱
治
三
十
菰
郊
十
…
月
十
八
β
鑑

震
れ
の
九
十
脳
歳
．
特
に
体
で
悪
い

と
こ
ろ
は
な
く
、
毎
摂
お
元
餓
で
生

活
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
闘
年
繭

に
岡
懲
を
手
術
、
今
で
は
新
闘
の
大

き
な
文
字
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た

と
婁
ん
で
お
ら
れ
憲
し
た
。

　
｝
ッ
シ
貞
マ

氏
欝
橋
肖

　
　
高
蕎
村
村

　
一

茂
サ
テ
フ

澤
橋
澤
藤

樽
高
瀧
鑑

高橋　サイさん

　　（天水島1

小林　ミサさん

　　く湯山／

　
明
治
黒
十
八
舘
幽
月
十
三
鷺
生
ま

れ
の
九
十
出
歳
。
蒋
い
時
は
体
が
弱

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
は
爆
が
少

し
痛
い
程
度
。
錘
露
の
佳
事
が
楽
し

み
で
、
「
人
が
授
け
て
く
れ
た
も
の

は
、
頂
戴
す
る
餓
持
ち
で
ゃ
っ
て
い

譲
す
無
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
シ
郎

フ
ヨ
ヨ
太
ハ
モ
ヨ
ハ

購
見
繊
岸
藤
出
海
橋

樋
大
濾
山
佐
汽
村
葛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
～
・
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
小

　
開
冶
三
十
九
館
二
月
一
田
盆
ま
れ

の
九
十
｝
歳
。
歌
が
大
好
き
で
、
子

繊
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
か
ら
翼
っ
て
も

ら
っ
た
カ
セ
ッ
ト
を
聞
く
の
が
楽
し

み
と
の
こ
と
で
す
。
　
「
簿
撮
膏
楽
を

聴
く
の
が
、
健
康
の
秘
訣
で
す
か
ね
し

と
築
顔
で
謡
し
て
く
れ
ま
し
た
。注口　叢キさん

　　（懸根〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

輿
ミ
ヨ
寅
ト
タ
マ

藤
橋
口
澤
藤
塚
波

　
　
　
　
　
　
　
　
野

俸
高
江
高
佐
小
難
村由タキ
本由力
佐藤ト
本山ス
村淘基一
佐藤五良
久保灘コン

佐藤彦
布施タ
瀧澤フジ

佐藤ト

佐藤五喪治さん

　　（天水越〉

　
明
治
照
十
年
滋
月
九
鷺
生
ま
れ
の

九
牽
歳
。
こ
こ
数
聯
、
驚
が
弱
く
な

り
運
動
の
た
め
鵜
毎
鷺
犬
を
連
れ
て

歩
く
の
が
β
諜
。
　
「
楽
し
み
だ
っ
た

仕
薯
が
で
き
な
く
な
っ
て
」
と
少
し

残
念
そ
う
で
し
た
が
、
擦
欝
お
元
気

で
過
ご
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
．

※平成9年9月5揖規在の名簿です

　
閣
治
聾
十
薙
五
月
二
十
五
瀾
盤
ま

れ
の
九
十
歳
。
擁
麟
の
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
を
晃
る
の
が
楽
し
み
。
腰
が
悪
く
、

転
ば
な
い
よ
う
に
餓
を
つ
け
て
い
る

そ
う
で
す
。
子
供
さ
ん
は
8
人
で

「
み
ん
な
親
孝
行
で
す
よ
し
と
タ
イ

さ
ん
、
笑
顔
で
議
し
て
く
れ
ま
し
た
。

布施タイさん
　　（黒倉〉

3
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購
で
は
急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
蕉
竃
禰
祉
サ
…
ビ
ス
を
中

心
に
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。
騰
月
に
完
成
し
た
粧
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
家
灘
で
お
奪
寄
り
を
介
護
し
て
い
る
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
応

え
る
保
健
福
祉
の
総
念
梅
談
窓
口
で
、
広
く
み
な
さ
ん
に
利
胴
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
で

は
、
次
の
よ
う
な
往
竃
介
護
で
町
民
の
み
な
さ
ん
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
筏
竈
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
霊
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

嚇
～
、
　
セ
ン
タ
ー
が
リ
フ
ト
つ
き
バ
ス

で
送
迎
し
ま
す
。

【
利
粥
で
き
る
方
】

　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
一
以
上
の
方

【
サ
ー
ビ
ス
内
容
】

　
送
運
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
入
浴
・

　
給
食
・
撮
常
動
作
訓
練
な
ど

【
利
嗣
料
金
】
（
各
一
翻
の
料
金
〉

◇
叢
蓋
8
円

◇
入
浴
蕊
般
入
浴
慧
Q
O
円
、
特

　
溺
入
浴
（
寝
た
き
り
の
方
な
ど
〉

　
五
〇
〇
内

2

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

入
浴
サ
ー
ビ
ス

鱗

灘
灘
睡
嚢
、
』

灘
・
　
磁
萎
羅

お
隼
寄
り
を
短
期
間

　
預
か
っ
て
ほ
し
い
と
き

、
筏
ず
　
．

・
董

騨
難

澱
鰹
難
欝

　
寝
た
き
り
や
｝
人
暮
ら
し
の
お
隼

寄
り
、
障
書
者
が
い
る
家
庭
で
、
介
護

や
家
事
の
手
助
け
が
必
要
な
鷺
帯
に

驚
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
、

身
の
園
り
の
働
語
を
し
ま
す
。

【
利
薦
で
き
る
方
｝

　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方
、

霞
宅
で
介
護
が
必
要
な
方
な
ど

糞
護
や
家
箏
の

　
　
手
助
け
が
必
要
な
と
き

　
家
庭
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方
の
身

体
的
・
精
禅
的
な
負
担
を
減
ら
す
た

め
、
体
の
弱
い
お
奪
寄
り
や
寝
た
き

　
【
サ
ー
ビ
ス
内
容
｝

◇
介
護
サ
ー
ビ
ス
§
食
事
・
入
浴
・
舞

泄
の
介
護
。
通
院
の
介
助
な
ど

◇
家
事
サ
ー
ビ
ス
糞
調
理
・
衣
類
の

洗
濯
、
住
居
の
掃
除
や
整
頓
な
ど

　
霧
爾
料
重

　
　
一
時
問
讐
無
料
～
九
三
〇
円
（
生

計
中
心
餐
の
所
得
に
よ
っ
て
異
な
る
）

お
隼
寄
砂
が
入
浴
・
食
事

　
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
と
き

　り

の
お
年
寄
り
な
ど
を
デ
イ
サ
ー
ビ

　
ス
セ
ン
タ
峯
が
…
β
お
預
か
り
し
、

家
族
に
代
わ
っ
て
お
世
謡
す
る
も
の

　
お
年
寄
り
の
雛
議
を
し
て
い
る
方

が
、
病
気
や
事
故
、
羅
婚
葬
祭
な
ど

｝
蒔
的
に
介
護
で
き
な
く
な
る
と
き

に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
短
期
闘

お
預
か
り
し
お
世
話
し
ま
す
。

【
利
網
で
き
る
方
｝

　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方
で

　
　
　
　
騒
藩
鍵
灘
の

介
護
が
必
要
な
方

【
サ
…
ビ
ス
内
容
】

　
療
則
と
し
て
七
鷺
以
内
。
た
だ
し
、

特
に
必
要
な
場
A
は
二
十
八
欝
間

霧
罵
料
竃

　
一
獄
当
た
り
、
二
、
　
…
照
○
円

　
自
紹
で
介
護
す
る
た
め
に
必
要
な

便
利
な
介
護
嗣
最
の
給
付
・
黛
与
、

購
入
す
る
場
合
の
相
談
や
資
金
の
援

助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

門
利
驚
で
き
る
方
】

　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方
で

介
護
が
必
要
な
方

門
利
罵
で
き
る
物
】

　
電
動
介
護
ベ
ッ
ト
、
床
ず
れ
防
止

マ
ッ
ト
、
車
い
す
な
ど
介
護
罷
最

介
護
用
品
が

　
　
必
要
に
な
っ
た
と
き

【
サ
ー
ビ
ス
内
容
｝

　
給
付
・
貸
与
や
相
談
な
ど

【
利
爆
料
愈

　
貸
し
繊
し
は
無
料
。
購
入
援
助
は

勝
得
に
よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

※
こ
の
地
に
も
筏
宅
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
の
窓
鷺
に
相
談
・
串
請
く

だ
さ
い
、
　
僧
六
…
三
七
〇
五
へ

長寿
　　おめでとうございます
　鑓内で9§歳以上の長欝の人は、女性28人、男姓S人の

36人です。みなさんこれからも達者でいてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　平成9年度長寿者名簿　　／鍵鷺饗蝶響歳月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（墾塑3

「璽1住．製ロ1
Ti8「欝幕㎜鰍
　警6i天水島　鱒
　　…　96i藤内名　東
　　モ　9絹橋詰　新
　瞬松加　き
　　を　94i天水島　彦
　9娯猪之名　親

ー
…
…
慣
ー
ー
ー
ー
…
ー
｝
象
ー
ー
ー
ー
…
…
ー
…
ー
ー
き
…
…
　
　
　
　
　
　
　
…
ー
ー
…
…
！
…

　
　
｝
七
屡
麗
鷺
ハ
家
屋
院
場
麗
閣
屡
閣
敷
中

畢
｝　

　
㎜
藤
　
　
　
ね
　
　
之
　
干
老
老
鳥
老

　
　
　．

、
一
　
鱒
東
新
き
彦
親
水
元
下
不
不
鹿
不
麗
坂

　
　
㎜
鰍

不老醐
五郎吉

縫
　
　
院
閣
屡
敷
閣
郎

葉
禽
　
　
老
　
　
醗
老
次

柏
　
長
不
藤
上
不
平

竃
坂

新
千
しなん木

水　上
五兵工
普　七
　萌

大秘屡

越
鶴
池

水
水
蝦

天
天
下

由
”
由
囲
山
由
一
｝
避
幽
鮪
由
『
撫

　
　
　
立
　
　
　
　
水

湯
湯
中
湯
古
天
湯
湯
松之出

函
覇
根
出
由
四
携
鋤
出
立

水
　
　
　
　
立
　
　
　
　
　
麦

天
嘗
湯
中
東
湯
湯
磁

根
立
野
越
根
出

　
麦
　
　
水
　
　
立

蛍
磁
坪
天
蟹
中

　
　
　
　
一

郷
村
一

七
L

　
　
　
　
　
㎜

黒
搬
整

い き

酬
噌
韻
d
…
鑓
，
絹
絹
、
唄
擁
噴
帽
の
…
唄
罰
“
引

　
　
9
警
9
9
§
9
9
9
§
9
9
9
9
9
9
麗
92
鯉
92

飯
瓢
瓢
凱
伽
雛
9
0
9
0
go

90

90

90

9α

90

90

90

9脅

画
欄
繍
嫌
囎
傑
糠
雛
難
螺
磯
礁
糠

名

ー
…
ト
ー

　
弱
治
三
十
菰
郊
十
…
月
十
八
β
鑑

震
れ
の
九
十
脳
歳
．
特
に
体
で
悪
い

と
こ
ろ
は
な
く
、
毎
摂
お
元
餓
で
生

活
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
闘
年
繭

に
岡
懲
を
手
術
、
今
で
は
新
闘
の
大

き
な
文
字
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た

と
婁
ん
で
お
ら
れ
憲
し
た
。

　
｝
ッ
シ
貞
マ

氏
欝
橋
肖

　
　
高
蕎
村
村

　
一

茂
サ
テ
フ

澤
橋
澤
藤

樽
高
瀧
鑑

高橋　サイさん

　　（天水島1

小林　ミサさん

　　く湯山／

　
明
治
黒
十
八
舘
幽
月
十
三
鷺
生
ま

れ
の
九
十
出
歳
。
蒋
い
時
は
体
が
弱

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
は
爆
が
少

し
痛
い
程
度
。
錘
露
の
佳
事
が
楽
し

み
で
、
「
人
が
授
け
て
く
れ
た
も
の

は
、
頂
戴
す
る
餓
持
ち
で
ゃ
っ
て
い

譲
す
無
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
シ
郎

フ
ヨ
ヨ
太
ハ
モ
ヨ
ハ

購
見
繊
岸
藤
出
海
橋

樋
大
濾
山
佐
汽
村
葛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
～
・
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
小

　
開
冶
三
十
九
館
二
月
一
田
盆
ま
れ

の
九
十
｝
歳
。
歌
が
大
好
き
で
、
子

繊
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
か
ら
翼
っ
て
も

ら
っ
た
カ
セ
ッ
ト
を
聞
く
の
が
楽
し

み
と
の
こ
と
で
す
。
　
「
簿
撮
膏
楽
を

聴
く
の
が
、
健
康
の
秘
訣
で
す
か
ね
し

と
築
顔
で
謡
し
て
く
れ
ま
し
た
。注口　叢キさん

　　（懸根〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

輿
ミ
ヨ
寅
ト
タ
マ

藤
橋
口
澤
藤
塚
波

　
　
　
　
　
　
　
　
野

俸
高
江
高
佐
小
難
村由タキ
本由力
佐藤ト
本山ス
村淘基一
佐藤五良
久保灘コン

佐藤彦
布施タ
瀧澤フジ

佐藤ト

佐藤五喪治さん

　　（天水越〉

　
明
治
照
十
年
滋
月
九
鷺
生
ま
れ
の

九
牽
歳
。
こ
こ
数
聯
、
驚
が
弱
く
な

り
運
動
の
た
め
鵜
毎
鷺
犬
を
連
れ
て

歩
く
の
が
β
諜
。
　
「
楽
し
み
だ
っ
た

仕
薯
が
で
き
な
く
な
っ
て
」
と
少
し

残
念
そ
う
で
し
た
が
、
擦
欝
お
元
気

で
過
ご
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
．

※平成9年9月5揖規在の名簿です

　
閣
治
聾
十
薙
五
月
二
十
五
瀾
盤
ま

れ
の
九
十
歳
。
擁
麟
の
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
を
晃
る
の
が
楽
し
み
。
腰
が
悪
く
、

転
ば
な
い
よ
う
に
餓
を
つ
け
て
い
る

そ
う
で
す
。
子
供
さ
ん
は
8
人
で

「
み
ん
な
親
孝
行
で
す
よ
し
と
タ
イ

さ
ん
、
笑
顔
で
議
し
て
く
れ
ま
し
た
。

布施タイさん
　　（黒倉〉

3



1
㊤
o
o
寸
1

大厳寺高原で

　800人が真冬体験
第君回元祖真蔓の雪まつりが

　　　　　　　にぎやかに醐催

　
八
弩
九
総
（
翫
）
、
．
饗
の
醸
例
行

事
と
な
っ
た
陛
興
．
㌦
の
．
鷲
ま
つ
り
篇

が
大
厳
ぎ
、
ー
原
で
今
年
も
に
ぎ
や
か

に
醐
催
さ
れ
窟
し
た
わ

　
こ
の
鷺
は
蔵
愛
の
太
賜
が
照
り
つ

け
る
な
か
、
お
盆
の
帰
雀
欝
な
ど
約

八
○
ハ
）
人
が
嚢
上
ゲ
ー
ム
で
翼
冬
の

体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
は
オ
ペ
ラ
挙
節
館
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
ミ
ヱ
ー
ジ
カ
ル
シ
欝
ー
も
行
わ

れ
、
溺
漿
の
も
と
す
て
き
な
歌
声
が

岡
源
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　
出
店
∬
…
ナ
ー
で
は
、
冷
た
い
飲

み
物
な
ど
を
求
め
て
長
い
行
列
が
で

き
て
い
ま
し
た
．
、
ー
原
の
轟
憂
の
一

黛
を
振
り
返
5
て
み
ま
す
。

　
当
松
之
山
町
を
含
め
た
六
市
町
村

で
構
成
し
て
い
る
十
臼
町
地
域
広
域

事
務
総
合
で
は
、
　
「
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク

レ
ス
整
備
構
想
し
と
い
う
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
七
月
宋
、
平
山
県
知

事
が
十
臼
町
市
を
訪
れ
「
ニ
ュ
ー
に

い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
」
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
広
域
事
務
緯

合
か
ら
、
そ
の
と
き
の
概
要
が
届
き

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
〆
、
－
〆
＼
，
丸
！
～
～
｝
～
チ
『
　
　
　
　
　
　
　
／
～
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
‘
、
（
、
／
＞
＼

　
十
鑓
購
地
域
ニ
ュ
…
に
い
が
た

難
創
プ
ラ
、
〆
推
進
懇
話
会
が
、
七

月
二
十
六
田
（
烹
）
牽
績
町
帯
の

ク
ロ
ス
憩
で
鵜
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
環
筏
十
沼
購
地
域
広

域
箏
務
組
合
で
進
め
て
い
る
「
妻

有
郷
ア
｝
ト
ネ
ツ
ク
レ
ス
整
備
構

想
」
の
内
容
を
、
多
く
の
皆
さ
ん

か
ら
礫
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
開
会
に
先
立
ち
事
務
組
ム
管
理

暫
の
本
照
欣
二
郎
十
譲
町
市
長
は
、
鍔

、
こ
の
プ
ラ
ン
の
特
徴
は
儀
毘
参
掬
、

ソ
フ
ト
事
業
優
先
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

今
鰭
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
皆
様
方

か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
鋤
い
た
だ

き
、
罠
間
と
行
政
が
一
捧
と
な
っ
た

推
進
体
謝
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
由
鰍
知
事
か
ら
「
鰻

麟
プ
ラ
ン
し
の
生
ま
れ
た
背
雛
、
北

川
フ
ラ
ム
さ
ん
か
ら
，
ア
…
ト
ネ
ッ

ク
レ
ス
整
備
構
想
」
の
内
容
と
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。門

平
出
嬢
知
事
】

　
私
が
平
成
闘
年
に
知
事
に
な
っ
た

と
き
、
繋
は
二
千
難
ま
で
の
長
期
プ

十日町地域ニューにいがたi多
　　　　　　　　　　　　　1堂
　　　　　　　　　　　　　きトぜ
里創プラン　　　i蕊
　　　　　　　　　　ム　　　　　　　ま
　　　　推進懇話会i基

こ
れ
が

十日町地域広域事務組合

，

　
第
五
次
授
期
計
薩
で
、
第
闘
次
ま
で

　
と
は
違
い
、
新
し
い
も
の
を
取
り
入

　
れ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
の
｝
つ
が

　
戦
略
的
プ
“
ジ
ェ
ク
ト
で
、
獄
本
海

　
関
越
ベ
ル
ト
地
帯
振
興
構
想
と
い
い

　
ま
す
。
交
通
・
物
流
・
産
業
・
都
帯
文

　
化
・
グ
リ
ー
ン
・
傭
報
の
六
つ
の
ベ

　
ル
ト
か
ら
な
り
、
そ
の
ベ
ル
ト
ご
と

　
の
戦
酪
を
三
十
七
入
れ
た
も
の
で
す
。

　
現
在
、
諏
父
猟
心
・
物
流
・
碗
麗
業
ベ
ル

ト
ま
で
が
動
い
て
い
ま
す
、
今
後
は
、

都
霧
文
化
・
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
整

備
が
必
要
で
す
。
都
帯
的
な
快
適
生

活
塞
闘
と
自
然
を
大
切
に
し
た
環
境

を
整
え
て
い
か
な
け
ら
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
を
自
分

た
ち
で
考
え
、
自
分
た
ち
で
実
規
す

廿
　
ヒ
　
唇
　
ー
　
セ
　
ヒ
　
F
　
，
　
老
　
ζ
　
亀

　
る
の
で
な
け
れ
ば
、
す
で
に
成
熟

　
し
た
田
本
の
よ
う
な
祇
会
の
個
々

　
の
人
の
樋
値
観
を
満
た
せ
る
よ
う

　
な
地
域
は
作
れ
ま
せ
ん
。
地
域
づ

　
帯
町
樗
単
位
の
も
の
、
広
域
的
な

　
　
、
毘
創
プ
ラ
ン
し
の
よ
う
な
も
の

　
と
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
ひ

　
　
私
は
、
地
死
か
ら
綴
て
き
た
地

を
殼
建
し
ま
し
た
傘

　
ぞ
の
中
で
「
ぼ
く
ほ
く
線
」
が
開

通
し
た
十
臼
町
圏
域
は
、
こ
れ
か
ら

高
速
交
通
体
系
が
整
備
さ
れ
変
わ
っ

て
い
く
地
域
塗
の
で
畢
め
に
広
域
的

な
議
論
を
し
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
の
方
策
を
見
い
だ
す
た
め
に
「
里

創
プ
ラ
ン
し
の
第
｝
弩
と
し
て
優
先

的
に
指
定
し
ま
し
た
。
事
業
は
後
で

｝
♂腎唱早“甲｝｝〔騨　

．
く
り
に
は
身
の
回
り
の
も
の
か
ら

“輪罰岬駄W一mW“晒判ぬゆ

、
域
づ
く
り
の
発
想
を
生
か
し
て
や

巴り

．
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
ん

｝ゆい

．
な
意
味
か
ら
、
で
き
る
だ
け
ま
と

rぼコ

．
ま
り
や
す
い
単
位
と
い
う
こ
と
で

　ロ

、
県
内
に
十
照
の
広
域
生
活
圏
単
位

“

4

　
　
〆

　
麹
ノ
撫

撫
舞
，

騰壌

　　　繍

礫
懸
灘

藝、灘難つ海、み鵡

羅騒鷺蕊縫響欝
　
　
嘲

　
　
　
、
灘
鵬

饗聾飲み嚢ル＿
酸盤．』．．

棚

禽
わ
せ
ま
す
。
あ
く
ま
で
地
域
の
独

自
牲
や
窯
体
牲
が
基
庵
で
す
。
広
域

的
な
観
点
で
地
域
の
発
展
理
念
を
議

論
し
、
広
大
な
欝
画
に
な
っ
た
ら
…

次
、
二
次
と
分
け
て
場
舎
に
よ
っ
て

は
｝
Q
O
館
か
か
っ
て
も
い
い
。
こ

ん
な
地
域
づ
く
り
を
「
羅
創
プ
ラ
ン
し

で
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
．
販
も
先
行
し
て
う
ま
く
ま
と
ま
り

は
じ
め
た
の
が
こ
の
十
鷺
町
圏
域
で

す
。
ぜ
ひ
、
地
域
づ
く
り
の
三
つ
の

～
あ
翰
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
住
み
や

す
さ
）
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
（
活

力
）
、
ア
イ
デ
ィ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
欄

牲
・
特
微
）
を
計
画
の
中
に
総
み
込

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。　

こ
の
璽
翻
プ
ラ
ン
は
、
今
ま
で
の

取
り
績
み
と
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
県
も
輿
い
謙
爾
に
は
優
先
的

に
助
成
を
饗
え
ま
す
し
、
県
も
　
緒

に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
門
詫
用
フ
ラ
ム
民
扁

　
　
「
妻
荷
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
鎧

　
備
構
想
」
を
”
“
欝
で
醤
え
ば
、
”
美
し

　
く
自
分
で
誇
つ
を
持
っ
て
生
毒
て
い

　
け
る
地
域
に
す
る
ん
だ
々
と
い
う
こ

　
　
こ
の
地
域
が
持
っ
て
い
る
財
産
は
、

　
霞
然
（
儒
濃
斑
、
ブ
ナ
林
、
讐
な
ど
〉

マ
す
．

で
す
。
科
学
万
能
の
思
想
に
基
づ
く

人
類
の
発
展
に
陰
り
が
晃
え
て
き
た

環
巌
、
人
間
と
趨
然
と
の
関
わ
り
を

も
う
｝
度
毘
薩
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

薬
い
に
も
こ
の
地
域
は
、
本
来
の
自

然
の
姿
を
蝕
濃
く
残
し
て
い
ま
す
。

構
想
で
は
そ
の
自
然
を
嘗
9
鷺
て
、

露
然
の
懐
の
中
で
明
黛
を
癬
う
人
材

を
曹
成
し
て
い
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に

し
て
い
ま
す
、

　
構
想
の
建
は
、
大
き
く
獲
つ
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．
｝
つ
は
物

を
発
見
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
分

か
っ
て
い
る
よ
う
で
、
意
外
に
分
か

っ
て
い
な
い
も
の
で
す
。
方
法
と
し

て
は
、
こ
の
地
に
焦
ん
で
い
る
人
、

蕨
行
暫
を
禽
め
て
鱒
ス
テ
キ
発
毘
臨
と

い
う
も
の
を
や
ろ
う
と
考
え
て
い
蜜

す
。
こ
れ
は
、
今
隼
の
暮
れ
か
ら
再

来
年
に
か
け
て
行
い
ま
す
。
こ
の
地

域
の
美
し
い
勝
を
写
翼
で
膳
墓
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
、
応
募
す

る
人
、
商
最
を
出
す
人
な
ど
地
域
の

人
全
部
が
関
わ
る
よ
う
な
も
の
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
懲

　
次
に
「
自
然
体
験
型
ふ
れ
あ
い
文

化
施
設
㎏
と
い
う
交
流
の
拠
点
を
つ

く
り
ま
す
．
例
え
ば
、
讐
の
公
園
や

ブ
ナ
の
林
、
縄
文
の
館
で
そ
の
内
容

を
つ
く
る
の
は
皆
さ
ん
で
す
。
今
ま

で
に
な
い
窒
問
で
、
お
も
し
ろ
い
も

め
で
あ
つ
て
ほ
し
い
。

　
そ
し
て
、
三
つ
鷺
が
「
交
流
の
道
偏

で
す
、
地
域
自
体
が
雰
常
に
広
く
、

各
審
跡
栂
を
巡
る
道
踏
は
蕊
○
○
㎞

に
も
及
び
ま
す
。
各
ス
テ
ー
ジ
や
施

設
、
観
光
資
源
な
ど
を
脅
機
的
に
鰭

び
、
回
遊
性
を
持
た
せ
る
「
交
流
の

道
し
を
整
備
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

広
域
と
し
て
の
ス
ケ
峯
ル
メ
リ
ッ
ト

や
発
儒
性
を
強
化
し
ま
す
、

　
顯
つ
爆
は
、
大
地
の
婆
衛
祭
（
ア

ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
）
で
す
。
世

鼻
の
ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
紅
よ
る

野
外
環
境
讐
衛
祭
を
蕊
葎
ご
と
に
開

催
（
第
一
隙
は
平
成
十
｝
年
に
実
施
）

し
ま
す
．
こ
の
譲
衛
祭
の
麗
縫
は
、

交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
．

　
各
麟
の
方
々
か
ら
、
こ
の
構
想
（
た

た
き
台
）
に
っ
い
て
、
縦
、
横
、
斜

め
、
い
ろ
い
ろ
な
方
陶
か
ら
議
論
し

て
い
た
だ
き
中
身
を
鍛
え
あ
げ
て
い

っ
て
も
ら
い
た
い
と
響
え
て
い
ま
す
。

讐

7月篶日の環鏡アート・ワークシ簑ップも
この事業の唖環として行われました。
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大厳寺高原で

　800人が真冬体験
第君回元祖真蔓の雪まつりが

　　　　　　　にぎやかに醐催

　
八
弩
九
総
（
翫
）
、
．
饗
の
醸
例
行

事
と
な
っ
た
陛
興
．
㌦
の
．
鷲
ま
つ
り
篇

が
大
厳
ぎ
、
ー
原
で
今
年
も
に
ぎ
や
か

に
醐
催
さ
れ
窟
し
た
わ

　
こ
の
鷺
は
蔵
愛
の
太
賜
が
照
り
つ

け
る
な
か
、
お
盆
の
帰
雀
欝
な
ど
約

八
○
ハ
）
人
が
嚢
上
ゲ
ー
ム
で
翼
冬
の

体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
は
オ
ペ
ラ
挙
節
館
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
ミ
ヱ
ー
ジ
カ
ル
シ
欝
ー
も
行
わ

れ
、
溺
漿
の
も
と
す
て
き
な
歌
声
が

岡
源
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　
出
店
∬
…
ナ
ー
で
は
、
冷
た
い
飲

み
物
な
ど
を
求
め
て
長
い
行
列
が
で

き
て
い
ま
し
た
．
、
ー
原
の
轟
憂
の
一

黛
を
振
り
返
5
て
み
ま
す
。

　
当
松
之
山
町
を
含
め
た
六
市
町
村

で
構
成
し
て
い
る
十
臼
町
地
域
広
域

事
務
総
合
で
は
、
　
「
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク

レ
ス
整
備
構
想
し
と
い
う
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
七
月
宋
、
平
山
県
知

事
が
十
臼
町
市
を
訪
れ
「
ニ
ュ
ー
に

い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
」
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
広
域
事
務
緯

合
か
ら
、
そ
の
と
き
の
概
要
が
届
き

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
〆
、
－
〆
＼
，
丸
！
～
～
｝
～
チ
『
　
　
　
　
　
　
　
／
～
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
‘
、
（
、
／
＞
＼

　
十
鑓
購
地
域
ニ
ュ
…
に
い
が
た

難
創
プ
ラ
、
〆
推
進
懇
話
会
が
、
七

月
二
十
六
田
（
烹
）
牽
績
町
帯
の

ク
ロ
ス
憩
で
鵜
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
環
筏
十
沼
購
地
域
広

域
箏
務
組
合
で
進
め
て
い
る
「
妻

有
郷
ア
｝
ト
ネ
ツ
ク
レ
ス
整
備
構

想
」
の
内
容
を
、
多
く
の
皆
さ
ん

か
ら
礫
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
開
会
に
先
立
ち
事
務
組
ム
管
理

暫
の
本
照
欣
二
郎
十
譲
町
市
長
は
、
鍔

、
こ
の
プ
ラ
ン
の
特
徴
は
儀
毘
参
掬
、

ソ
フ
ト
事
業
優
先
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

今
鰭
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
皆
様
方

か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
鋤
い
た
だ

き
、
罠
間
と
行
政
が
一
捧
と
な
っ
た

推
進
体
謝
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
由
鰍
知
事
か
ら
「
鰻

麟
プ
ラ
ン
し
の
生
ま
れ
た
背
雛
、
北

川
フ
ラ
ム
さ
ん
か
ら
，
ア
…
ト
ネ
ッ

ク
レ
ス
整
備
構
想
」
の
内
容
と
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。門

平
出
嬢
知
事
】

　
私
が
平
成
闘
年
に
知
事
に
な
っ
た

と
き
、
繋
は
二
千
難
ま
で
の
長
期
プ

十日町地域ニューにいがたi多
　　　　　　　　　　　　　1堂
　　　　　　　　　　　　　きトぜ
里創プラン　　　i蕊
　　　　　　　　　　ム　　　　　　　ま
　　　　推進懇話会i基

こ
れ
が

十日町地域広域事務組合

，

　
第
五
次
授
期
計
薩
で
、
第
闘
次
ま
で

　
と
は
違
い
、
新
し
い
も
の
を
取
り
入

　
れ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
の
｝
つ
が

　
戦
略
的
プ
“
ジ
ェ
ク
ト
で
、
獄
本
海

　
関
越
ベ
ル
ト
地
帯
振
興
構
想
と
い
い

　
ま
す
。
交
通
・
物
流
・
産
業
・
都
帯
文

　
化
・
グ
リ
ー
ン
・
傭
報
の
六
つ
の
ベ

　
ル
ト
か
ら
な
り
、
そ
の
ベ
ル
ト
ご
と

　
の
戦
酪
を
三
十
七
入
れ
た
も
の
で
す
。

　
現
在
、
諏
父
猟
心
・
物
流
・
碗
麗
業
ベ
ル

ト
ま
で
が
動
い
て
い
ま
す
、
今
後
は
、

都
霧
文
化
・
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
整

備
が
必
要
で
す
。
都
帯
的
な
快
適
生

活
塞
闘
と
自
然
を
大
切
に
し
た
環
境

を
整
え
て
い
か
な
け
ら
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
を
自
分

た
ち
で
考
え
、
自
分
た
ち
で
実
規
す
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こ
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で
畢
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に
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な
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の
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的
な
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で
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、
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大
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に
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、
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次
と
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に
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が
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レ
ス
鎧

　
備
構
想
」
を
”
“
欝
で
醤
え
ば
、
”
美
し

　
く
自
分
で
誇
つ
を
持
っ
て
生
毒
て
い

　
け
る
地
域
に
す
る
ん
だ
々
と
い
う
こ

　
　
こ
の
地
域
が
持
っ
て
い
る
財
産
は
、

　
霞
然
（
儒
濃
斑
、
ブ
ナ
林
、
讐
な
ど
〉

マ
す
．

で
す
。
科
学
万
能
の
思
想
に
基
づ
く

人
類
の
発
展
に
陰
り
が
晃
え
て
き
た

環
巌
、
人
間
と
趨
然
と
の
関
わ
り
を

も
う
｝
度
毘
薩
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

薬
い
に
も
こ
の
地
域
は
、
本
来
の
自

然
の
姿
を
蝕
濃
く
残
し
て
い
ま
す
。

構
想
で
は
そ
の
自
然
を
嘗
9
鷺
て
、

露
然
の
懐
の
中
で
明
黛
を
癬
う
人
材

を
曹
成
し
て
い
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に

し
て
い
ま
す
、

　
構
想
の
建
は
、
大
き
く
獲
つ
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．
｝
つ
は
物

を
発
見
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
分

か
っ
て
い
る
よ
う
で
、
意
外
に
分
か

っ
て
い
な
い
も
の
で
す
。
方
法
と
し

て
は
、
こ
の
地
に
焦
ん
で
い
る
人
、

蕨
行
暫
を
禽
め
て
鱒
ス
テ
キ
発
毘
臨
と

い
う
も
の
を
や
ろ
う
と
考
え
て
い
蜜

す
。
こ
れ
は
、
今
隼
の
暮
れ
か
ら
再

来
年
に
か
け
て
行
い
ま
す
。
こ
の
地

域
の
美
し
い
勝
を
写
翼
で
膳
墓
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
、
応
募
す

る
人
、
商
最
を
出
す
人
な
ど
地
域
の

人
全
部
が
関
わ
る
よ
う
な
も
の
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
懲

　
次
に
「
自
然
体
験
型
ふ
れ
あ
い
文

化
施
設
㎏
と
い
う
交
流
の
拠
点
を
つ

く
り
ま
す
．
例
え
ば
、
讐
の
公
園
や

ブ
ナ
の
林
、
縄
文
の
館
で
そ
の
内
容

を
つ
く
る
の
は
皆
さ
ん
で
す
。
今
ま

で
に
な
い
窒
問
で
、
お
も
し
ろ
い
も

め
で
あ
つ
て
ほ
し
い
。

　
そ
し
て
、
三
つ
鷺
が
「
交
流
の
道
偏

で
す
、
地
域
自
体
が
雰
常
に
広
く
、

各
審
跡
栂
を
巡
る
道
踏
は
蕊
○
○
㎞

に
も
及
び
ま
す
。
各
ス
テ
ー
ジ
や
施

設
、
観
光
資
源
な
ど
を
脅
機
的
に
鰭

び
、
回
遊
性
を
持
た
せ
る
「
交
流
の

道
し
を
整
備
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

広
域
と
し
て
の
ス
ケ
峯
ル
メ
リ
ッ
ト

や
発
儒
性
を
強
化
し
ま
す
、

　
顯
つ
爆
は
、
大
地
の
婆
衛
祭
（
ア

ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
）
で
す
。
世

鼻
の
ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
紅
よ
る

野
外
環
境
讐
衛
祭
を
蕊
葎
ご
と
に
開

催
（
第
一
隙
は
平
成
十
｝
年
に
実
施
）

し
ま
す
．
こ
の
譲
衛
祭
の
麗
縫
は
、

交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
．

　
各
麟
の
方
々
か
ら
、
こ
の
構
想
（
た

た
き
台
）
に
っ
い
て
、
縦
、
横
、
斜

め
、
い
ろ
い
ろ
な
方
陶
か
ら
議
論
し

て
い
た
だ
き
中
身
を
鍛
え
あ
げ
て
い

っ
て
も
ら
い
た
い
と
響
え
て
い
ま
す
。

讐

7月篶日の環鏡アート・ワークシ簑ップも
この事業の唖環として行われました。
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卜
o
o
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通
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新
農
業
基
本
法
に
向
け
て

　
今
年
の
贈
月
よ
り
、
し
ぶ
み
農
協

の
選
錘
婁
員
臓
推
薦
さ
れ
町
農
業
婁

貴
会
の
貰
興
と
し
て
潴
え
て
、
膜
き
蒙

し
た
、
全
く
初
め
て
の
経
験
で
あ
り

ま
す
の
で
、
委
麟
会
叢
さ
ん
各
婁
貴

の
皆
さ
ん
、
事
務
周
の
ご
指
灘
と
ご

協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
J
A
と
農
業

婁
鰻
会
の
密
接
な
つ
な
が
り
を
深
め
、

隣
の
農
業
を
柱
と
し
て
の
盤
活
纂
盤

の
肉
上
に
寄
与
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
松
之
街
を
禽
む
、
中
・
由
間
地

の
農
業
、
農
轡
は
極
め
て
厳
し
い
現

実
紅
あ
り
ま
す
。
経
済
簸
優
先
政
策

に
よ
る
予
想
以
上
の
轟
速
成
擾
、
そ

の
事
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
農

村
か
ら
の
労
働
力
の
急
激
な
流
繊
、

出
稼
ぎ
、
離
農
、
離
村
餐
の
増
触
、
終

戦
か
ら
五
十
二
年
を
経
た
今
、
中
・

山
聞
地
農
業
は
窩
齢
化
、
少
子
化
に

よ
る
過
錬
の
進
行
、
後
継
者
不
足
鵜

と
誠
に
見
通
し
の
明
る
さ
が
見
え
ま

せ
ん
。
こ
の
事
は
松
之
山
を
嫡
め

中
・
撫
間
地
域
で
は
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
瓜
ツ
政
府
で
は
、
昭
癩
黒
十
六
年
に

競
定
さ
れ
た
、
硯
行
農
業
基
本
法
の

見
直
し
を
禽
む
籍
た
な
農
業
基
本
法

の
髄
定
に
織
け
「
食
料
、
農
業
、
農
村

基
本
闘
題
調
盗
会
し
が
酋
相
の
諮
問

機
関
と
し
て
炎
驚
し
検
討
入
り
し
た

の
を
機
に
、
各
農
業
関
係
醐
体
も
そ

の
鰯
建
に
陶
け
た
慧
晃
集
約
、
要
講

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
婁
愚
会
で
は
蜜
る
六
月
十
九

嚴
に
、
新
潟
県
農
業
婁
蝿
大
会
を
開

催
し
て
「
新
た
な
食
料
、
農
業
、
農
村

基
本
法
鰯
建
に
関
す
る
要
望
秣
を
決

議
し
ま
し
た
。

　
そ
の
申
で
農
村
基
本
政
策
に
つ
い

て
中
・
由
闇
地
等
の
条
件
不
利
地
域

に
勝
得
補
騰
鰯
慶
等
を
導
入
し
、
過

農
業
委
員
佐
藤
良
雄

疎
・
遺
密
問
題
を
是
蕉
し
團
土
の
均

衡
の
あ
る
発
展
を
実
現
す
る
よ
う
に

求
め
て
い
ま
す
．

　
八
月
牽
九
磁
に
は
、
農
業
関
係
八

鐡
体
に
よ
る
」
一
十
一
推
紀
の
農
業
、

農
村
政
策
確
立
上
越
地
嬢
農
業
生
産

餐
の
集
い
」
が
上
越
リ
ー
ジ
讐
ン
プ

ラ
ザ
に
て
調
催
さ
れ
、
騒
会
議
轟
、
県

議
会
議
蝿
、
各
市
町
村
長
さ
ん
多
数

の
列
庸
を
預
い
た
中
で
、
の
株
武
会

祇
の
農
業
参
入
の
反
対
、
②
食
料
自

給
率
の
肉
上
農
業
政
策
の
確
立
、
鱒

中
・
山
間
地
農
業
政
策
の
確
立
の
三

項
疑
を
決
議
し
運
動
を
進
め
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
特
に
嬬
・
山
地
農
業
の
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
第
一
次
産
業
の
持
続
、
維

持
と
従
事
餐
の
鍮
活
を
保
障
す
る
た

め
の
政
策
（
地
域
に
禽
っ
た
デ
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
鋼
度
の
政
策
の
確
立
）
や

産
業
振
興
、
生
活
環
境
の
改
善
、
農
地

の
維
持
、
確
保
に
陶
け
て
の
政
策
の

樹
立
、
経
営
補
縢
政
策
の
確
立
が
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
全
團
農
業
関
係
懸
体
組
織

で
は
農
業
関
係
脅
、
國
疑
各
屡
か
ら

の
ご
理
解
の
も
と
で
「
食
料
、
農
業
、

農
村
地
域
に
関
す
る
新
た
な
基
本

法
狐
鯛
定
に
関
す
る
署
名
運
動
を
実

施
し
、
新
た
な
基
本
法
に
盛
り
込
む

内
容
の
充
実
を
誹
る
と
し
て
い
象
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
傭
よ
り
大
切
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
窟
す
．

　
麟
の
食
糧
は
圃
が
守
る
の
は
当
然

で
あ
り
、
そ
の
食
糧
生
麓
基
地
で
あ

る
農
村
が
崩
壊
す
る
よ
う
な
政
策
は

あ
っ
て
は
な
ら
塗
い
こ
と
で
す
ゆ
食

糧
の
安
全
と
安
定
供
給
、
環
境
保
全

等
、
公
益
的
役
翻
を
に
な
う
農
柑
を

築
く
た
め
紅
は
、
國
鋭
の
皆
さ
ん
の

合
慧
が
最
も
必
要
で
す
、

　
機
会
の
あ
る
薙
に
農
村
の
果
た
し

て
い
る
役
翻
（
水
資
源
確
保
、
環
境
保

全
等
〉
に
つ
い
て
理
解
し
て
獲
く
よ

う
に
根
強
く
努
力
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
．
今
後
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　　　　　　　　］
「捲導農業士活動1

事意見交換会講　i
　　　　　　　　

　
八
月
凱
牽
二
鷺
、

新
潟
衛
の
新
潟
郵
便

貯
金
会
館
で
「
指
海

農
業
士
濡
動
発
表
・

知
事
慧
見
交
換
会
“

が
賜
縫
さ
れ
ま
し
た
．

　
躍
隼
度
認
定
さ
れ

た
指
導
農
業
士
一
一
一
十

鷺
名
の
う
ち
各
部
鍔

か
ら
六
名
の
方
が
活

動
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

　
滋
町
か
ら
も
浦
田
薦
之
蔚
の
照
中

欝
士
雄
さ
ん
が
出
鷹
、
水
穏
部
門
で

「
中
撮
間
地
に
お
け
る
穏
作
経
営
と

地
域
お
こ
し
し
と
題
し
、
松
之
山
町
の

縮
作
経
営
の
特
徴
と
今
後
の
方
両
に

つ
い
て
、
そ
し
て
浦
繊
地
薩
が
取
り

組
ん
で
い
る
都
帯
と
の
交
流
事
業
等

に
つ
い
て
発
蓑
し
ま
し
た
。

　
溌
衷
会
終
了
後
、
県
知
事
と
の
意

見
交
換
会
が
あ
り
ま
し
た
。
餓
事
か

ら
は
往
庫
米
の
増
繍
に
伴
う
生
産
調

整
は
、
来
驚
度
｝
鱒
厳
し
く
な
る
晃

通
し
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
．

ゐ．藪

1、懸繊

6

圃

○老人保健制度の一部負担金改定

　　〈票障・県老・察親・県貌凝度も岡様〉
笥｝轍

一i　　　　9月裏臼から
し

1構齢醐蝦500円　　　　1
（防嚥療闘鯛2，000醜灘）i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
瞬綴帯で老人禰、，無引

！を受けか繊ま1聯○円〉　…

！8脳3まて
ヒ㎜㎜“｝”一’““

i玉カ月
き

i1，020円
善

すハハ　　　　い　　　ロ　ド

i珊

i　　7三〇縮
圭＿＿＿＿＿＿

照四囲

○会被などの健康保険の被保険者本人の負握金改定

負撹翻余の改建

塵F藷］騨噛，　負捌
　　　　　　　　　　　※薬斎彗舞撚彰よタト来グ）みです

薩調匡
擁被鰍餐　　拗

陛欝麟劃1

「

→

（参　考〉

嚥1藩霧
　政管健側◇家簾タ糠
　組金健繰　　　　　入院

　船餐健保
　薬済総禽

まで

人　工鋼

3翻

2翻

暫　3翻

人　2翻

3翻

2劇

ぐ〉一般根保臨

（〉被像験巻本．

◇象族　外来
　　　　入醗

」

鰍健康懸

退職雛療

　一　㎜
ニ．

」

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
淺

葱
く
だ
さ
い
。

　
橡
お
、
支
払
機
関
だ
け
を

変
更
す
る
こ
と
は
混
乱
の
原

臨
と
な
り
豪
す
の
で
、
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
、

　
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
諜

住
鍵
係
家
で
問
い
禽
わ
せ
く

だ
さ
い
。

費
6
－
3
1
3
王
く
5
4
）

園
園
團
圏
國

　
　
　
　
　
　
圏
函
回

Q
私
は
親
往
、
巻

　
　
齢
基
礎
醸
金
を
受

　
　
け
て
い
ま
す
．
来

　
　
月
、
県
外
へ
引
つ

　
　
越
し
を
し
ま
す
が
、

　
　
侮
か
麟
出
が
必
要

　
　
で
す
か
？

　
A
　
館
金
を
受
け
て

　
　
い
る
人
が
住
所
や

　
　
支
払
機
鯛
を
変
更

汀
た
と
き
嫉
兜
住

知って得する年金知識

r一年金を受けている人が一一当
1．．、＿住講を顛した捷一」

斯
・
支
払
機
関
変
。
翼
麟
軸
を

新
住
勝
地
を
管
轄
す
る
祇
会

保
険
事
務
勝
へ
遜
や
か
に
提

出
し
て
く
だ
啓
い
、

　
親
往
、
難
金
の
支
払
は
薙

六
闘
（
偶
数
月
）
と
な
っ
て
お

り
、
支
払
期
β
の
藏
飼
に
変

更
麟
を
提
繊
し
た
場
食
、
『
綴

込
通
纈
轡
稀
や
「
支
払
通
知

欝
し
が
漏
か
橡
か
っ
た
り
、
繭

の
澱
鰹
に
振
ウ
込
ま
れ
る
こ

　
一
見
繁
栄
を
誇
っ
て
い
る
よ
う
に

毘
え
る
東
東
も
、
阪
神
大
震
災
が
示

　
　
　
　
　
　
　
　
も
ろ

す
よ
う
に
地
震
に
は
脆
い
よ
う
で
す
．

　
販
神
と
岡
規
模
の
震
度
の
地
騰
が

策
薫
で
起
こ
っ
た
と
し
謹
す
と
、
あ

る
予
灘
で
は
、
｝
○
万
人
が
死
亡
し

一
Ω
○
万
人
が
難
罠
と
化
す
よ
う
で

す
．　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
い
わ
れ
る
上
下

水
道
、
電
気
、
電
議
、
ガ
ス
な
ど
が

今
は
地
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
滋
地
下
鉄
や
地
下
繁
華
街
な
ど
、

地
、
芋
を
利
驚
し
て
い
る
施
設
は
か
な

り
あ
り
ま
す
．

　
建
ち
厳
ぶ
ビ
ル
群
も
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
い
る
と
は
い
い
験
が
ら
、

災
轡
は
弱
い
所
、
思
い
も
か
け
な
い

所
か
ら
発
盤
し
ま
す
の
で
、
そ
の
被

轡
は
誕
り
知
れ
濠
せ
ん
。

　
火
災
を
伴
う
地
震
災
警
滋
つ
い
て

は
、
水
道
水
の
使
絹
が
不
能
に
な
る

こ
と
紅
よ
り
被
轡
を
拡
大
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
過
崇
の
大
都
帯
火
災
に
つ

い
て
は
無
数
の
竜
巻
が
趨
こ
り
、
そ

の
熱
風
に
よ
ウ
隅
田
川
に
飛
び
込
み

溺
死
・
騨
損
傷
に
よ
る
死
t
餐
も
多

数
で
ま
し
た
。

都
市
の
災
害

鍾o．4三

　
江
戸
時
代
か
ら
の
騰
○
○
年
を
晃

て
も
、
大
震
災
と
い
わ
れ
る
地
震
は

三
圃
あ
り
、
そ
の
周
鰯
は
ほ
ぼ
一
〇

〇
驚
購
後
で
す
。
関
東
大
震
災
か
ら

七
〇
年
位
た
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え

ま
す
と
、
い
つ
起
こ
っ
て
も
不
思
議

で
は
あ
り
濠
せ
ん
。

　
選
難
場
所
と
し
て
は
、
公
園
や
学

校
等
が
指
定
さ
れ
て
い
豪
す
。
行
政

と
し
て
も
食
糧
と
飲
料
水
の
備
蓄
や

救
急
の
体
鰯
は
漿
え
て
い
る
よ
う
で

う
す
が
、
や
は
り
最
初
の
“
“
週
闘
位

は
、
自
助
努
力
に
よ
る
し
か
生
き
癒

び
る
道
は
な
毒
そ
う
で
す
億

　
松
之
山
町
の
災
審
と
い
う
と
、
地

滑
り
と
火
災
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
地
滑
り
紅
つ
い
て
は
、
購
自
捧
が

地
滑
り
地
幣
の
な
か
紅
あ
る
た
め
ば

防
止
の
た
め
の
不
断
の
努
力
が
必
要

な
こ
と
は
醤
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、

　
災
審
は
忘
れ
た
こ
ろ
臓
や
っ
て
來

る
と
い
い
ま
す
が
、
か
っ
て
の
大
地

滑
り
や
火
災
の
経
験
を
憲
れ
る
こ
と

な
く
藷
り
継
い
で
い
く
こ
と
が
最
畏

の
防
災
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
東
窟
事
務
所
　
保
坂

7
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新
農
業
基
本
法
に
向
け
て

　
今
年
の
贈
月
よ
り
、
し
ぶ
み
農
協

の
選
錘
婁
員
臓
推
薦
さ
れ
町
農
業
婁

貴
会
の
貰
興
と
し
て
潴
え
て
、
膜
き
蒙

し
た
、
全
く
初
め
て
の
経
験
で
あ
り

ま
す
の
で
、
委
麟
会
叢
さ
ん
各
婁
貴

の
皆
さ
ん
、
事
務
周
の
ご
指
灘
と
ご

協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
J
A
と
農
業

婁
鰻
会
の
密
接
な
つ
な
が
り
を
深
め
、

隣
の
農
業
を
柱
と
し
て
の
盤
活
纂
盤

の
肉
上
に
寄
与
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
松
之
街
を
禽
む
、
中
・
由
間
地

の
農
業
、
農
轡
は
極
め
て
厳
し
い
現

実
紅
あ
り
ま
す
。
経
済
簸
優
先
政
策

に
よ
る
予
想
以
上
の
轟
速
成
擾
、
そ

の
事
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
農

村
か
ら
の
労
働
力
の
急
激
な
流
繊
、

出
稼
ぎ
、
離
農
、
離
村
餐
の
増
触
、
終

戦
か
ら
五
十
二
年
を
経
た
今
、
中
・

山
聞
地
農
業
は
窩
齢
化
、
少
子
化
に

よ
る
過
錬
の
進
行
、
後
継
者
不
足
鵜

と
誠
に
見
通
し
の
明
る
さ
が
見
え
ま

せ
ん
。
こ
の
事
は
松
之
山
を
嫡
め

中
・
撫
間
地
域
で
は
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
瓜
ツ
政
府
で
は
、
昭
癩
黒
十
六
年
に

競
定
さ
れ
た
、
硯
行
農
業
基
本
法
の

見
直
し
を
禽
む
籍
た
な
農
業
基
本
法

の
髄
定
に
織
け
「
食
料
、
農
業
、
農
村

基
本
闘
題
調
盗
会
し
が
酋
相
の
諮
問

機
関
と
し
て
炎
驚
し
検
討
入
り
し
た

の
を
機
に
、
各
農
業
関
係
醐
体
も
そ

の
鰯
建
に
陶
け
た
慧
晃
集
約
、
要
講

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
婁
愚
会
で
は
蜜
る
六
月
十
九

嚴
に
、
新
潟
県
農
業
婁
蝿
大
会
を
開

催
し
て
「
新
た
な
食
料
、
農
業
、
農
村

基
本
法
鰯
建
に
関
す
る
要
望
秣
を
決

議
し
ま
し
た
。

　
そ
の
申
で
農
村
基
本
政
策
に
つ
い

て
中
・
由
闇
地
等
の
条
件
不
利
地
域

に
勝
得
補
騰
鰯
慶
等
を
導
入
し
、
過

農
業
委
員
佐
藤
良
雄

疎
・
遺
密
問
題
を
是
蕉
し
團
土
の
均

衡
の
あ
る
発
展
を
実
現
す
る
よ
う
に

求
め
て
い
ま
す
．

　
八
月
牽
九
磁
に
は
、
農
業
関
係
八

鐡
体
に
よ
る
」
一
十
一
推
紀
の
農
業
、

農
村
政
策
確
立
上
越
地
嬢
農
業
生
産

餐
の
集
い
」
が
上
越
リ
ー
ジ
讐
ン
プ

ラ
ザ
に
て
調
催
さ
れ
、
騒
会
議
轟
、
県

議
会
議
蝿
、
各
市
町
村
長
さ
ん
多
数

の
列
庸
を
預
い
た
中
で
、
の
株
武
会

祇
の
農
業
参
入
の
反
対
、
②
食
料
自

給
率
の
肉
上
農
業
政
策
の
確
立
、
鱒

中
・
山
間
地
農
業
政
策
の
確
立
の
三

項
疑
を
決
議
し
運
動
を
進
め
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
特
に
嬬
・
山
地
農
業
の
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
第
一
次
産
業
の
持
続
、
維

持
と
従
事
餐
の
鍮
活
を
保
障
す
る
た

め
の
政
策
（
地
域
に
禽
っ
た
デ
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
鋼
度
の
政
策
の
確
立
）
や

産
業
振
興
、
生
活
環
境
の
改
善
、
農
地

の
維
持
、
確
保
に
陶
け
て
の
政
策
の

樹
立
、
経
営
補
縢
政
策
の
確
立
が
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
全
團
農
業
関
係
懸
体
組
織

で
は
農
業
関
係
脅
、
國
疑
各
屡
か
ら

の
ご
理
解
の
も
と
で
「
食
料
、
農
業
、

農
村
地
域
に
関
す
る
新
た
な
基
本

法
狐
鯛
定
に
関
す
る
署
名
運
動
を
実

施
し
、
新
た
な
基
本
法
に
盛
り
込
む

内
容
の
充
実
を
誹
る
と
し
て
い
象
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
傭
よ
り
大
切
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
窟
す
．

　
麟
の
食
糧
は
圃
が
守
る
の
は
当
然

で
あ
り
、
そ
の
食
糧
生
麓
基
地
で
あ

る
農
村
が
崩
壊
す
る
よ
う
な
政
策
は

あ
っ
て
は
な
ら
塗
い
こ
と
で
す
ゆ
食

糧
の
安
全
と
安
定
供
給
、
環
境
保
全

等
、
公
益
的
役
翻
を
に
な
う
農
柑
を

築
く
た
め
紅
は
、
國
鋭
の
皆
さ
ん
の

合
慧
が
最
も
必
要
で
す
、

　
機
会
の
あ
る
薙
に
農
村
の
果
た
し

て
い
る
役
翻
（
水
資
源
確
保
、
環
境
保

全
等
〉
に
つ
い
て
理
解
し
て
獲
く
よ

う
に
根
強
く
努
力
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
．
今
後
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
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四

　　　　　　　　］
「捲導農業士活動1

事意見交換会講　i
　　　　　　　　

　
八
月
凱
牽
二
鷺
、

新
潟
衛
の
新
潟
郵
便

貯
金
会
館
で
「
指
海

農
業
士
濡
動
発
表
・

知
事
慧
見
交
換
会
“

が
賜
縫
さ
れ
ま
し
た
．

　
躍
隼
度
認
定
さ
れ

た
指
導
農
業
士
一
一
一
十

鷺
名
の
う
ち
各
部
鍔

か
ら
六
名
の
方
が
活

動
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

　
滋
町
か
ら
も
浦
田
薦
之
蔚
の
照
中

欝
士
雄
さ
ん
が
出
鷹
、
水
穏
部
門
で

「
中
撮
間
地
に
お
け
る
穏
作
経
営
と

地
域
お
こ
し
し
と
題
し
、
松
之
山
町
の

縮
作
経
営
の
特
徴
と
今
後
の
方
両
に

つ
い
て
、
そ
し
て
浦
繊
地
薩
が
取
り

組
ん
で
い
る
都
帯
と
の
交
流
事
業
等

に
つ
い
て
発
蓑
し
ま
し
た
。

　
溌
衷
会
終
了
後
、
県
知
事
と
の
意

見
交
換
会
が
あ
り
ま
し
た
。
餓
事
か

ら
は
往
庫
米
の
増
繍
に
伴
う
生
産
調

整
は
、
来
驚
度
｝
鱒
厳
し
く
な
る
晃

通
し
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
．

ゐ．藪

1、懸繊

6

圃

○老人保健制度の一部負担金改定

　　〈票障・県老・察親・県貌凝度も岡様〉
笥｝轍

一i　　　　9月裏臼から
し

1構齢醐蝦500円　　　　1
（防嚥療闘鯛2，000醜灘）i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
瞬綴帯で老人禰、，無引

！を受けか繊ま1聯○円〉　…

！8脳3まて
ヒ㎜㎜“｝”一’““

i玉カ月
き

i1，020円
善

すハハ　　　　い　　　ロ　ド

i珊

i　　7三〇縮
圭＿＿＿＿＿＿

照四囲

○会被などの健康保険の被保険者本人の負握金改定

負撹翻余の改建

塵F藷］騨噛，　負捌
　　　　　　　　　　　※薬斎彗舞撚彰よタト来グ）みです

薩調匡
擁被鰍餐　　拗

陛欝麟劃1

「

→

（参　考〉

嚥1藩霧
　政管健側◇家簾タ糠
　組金健繰　　　　　入院

　船餐健保
　薬済総禽

まで

人　工鋼

3翻

2翻

暫　3翻

人　2翻

3翻

2劇

ぐ〉一般根保臨

（〉被像験巻本．

◇象族　外来
　　　　入醗

」

鰍健康懸

退職雛療

　一　㎜
ニ．

」

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
淺

葱
く
だ
さ
い
。

　
橡
お
、
支
払
機
関
だ
け
を

変
更
す
る
こ
と
は
混
乱
の
原

臨
と
な
り
豪
す
の
で
、
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
、

　
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
諜

住
鍵
係
家
で
問
い
禽
わ
せ
く

だ
さ
い
。

費
6
－
3
1
3
王
く
5
4
）

園
園
團
圏
國

　
　
　
　
　
　
圏
函
回

Q
私
は
親
往
、
巻

　
　
齢
基
礎
醸
金
を
受

　
　
け
て
い
ま
す
．
来

　
　
月
、
県
外
へ
引
つ

　
　
越
し
を
し
ま
す
が
、

　
　
侮
か
麟
出
が
必
要

　
　
で
す
か
？

　
A
　
館
金
を
受
け
て

　
　
い
る
人
が
住
所
や

　
　
支
払
機
鯛
を
変
更

汀
た
と
き
嫉
兜
住

知って得する年金知識

r一年金を受けている人が一一当
1．．、＿住講を顛した捷一」

斯
・
支
払
機
関
変
。
翼
麟
軸
を

新
住
勝
地
を
管
轄
す
る
祇
会

保
険
事
務
勝
へ
遜
や
か
に
提

出
し
て
く
だ
啓
い
、

　
親
往
、
難
金
の
支
払
は
薙

六
闘
（
偶
数
月
）
と
な
っ
て
お

り
、
支
払
期
β
の
藏
飼
に
変

更
麟
を
提
繊
し
た
場
食
、
『
綴

込
通
纈
轡
稀
や
「
支
払
通
知

欝
し
が
漏
か
橡
か
っ
た
り
、
繭

の
澱
鰹
に
振
ウ
込
ま
れ
る
こ

　
一
見
繁
栄
を
誇
っ
て
い
る
よ
う
に

毘
え
る
東
東
も
、
阪
神
大
震
災
が
示

　
　
　
　
　
　
　
　
も
ろ

す
よ
う
に
地
震
に
は
脆
い
よ
う
で
す
．

　
販
神
と
岡
規
模
の
震
度
の
地
騰
が

策
薫
で
起
こ
っ
た
と
し
謹
す
と
、
あ

る
予
灘
で
は
、
｝
○
万
人
が
死
亡
し

一
Ω
○
万
人
が
難
罠
と
化
す
よ
う
で

す
．　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
い
わ
れ
る
上
下

水
道
、
電
気
、
電
議
、
ガ
ス
な
ど
が

今
は
地
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
滋
地
下
鉄
や
地
下
繁
華
街
な
ど
、

地
、
芋
を
利
驚
し
て
い
る
施
設
は
か
な

り
あ
り
ま
す
．

　
建
ち
厳
ぶ
ビ
ル
群
も
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
い
る
と
は
い
い
験
が
ら
、

災
轡
は
弱
い
所
、
思
い
も
か
け
な
い

所
か
ら
発
盤
し
ま
す
の
で
、
そ
の
被

轡
は
誕
り
知
れ
濠
せ
ん
。

　
火
災
を
伴
う
地
震
災
警
滋
つ
い
て

は
、
水
道
水
の
使
絹
が
不
能
に
な
る

こ
と
紅
よ
り
被
轡
を
拡
大
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
過
崇
の
大
都
帯
火
災
に
つ

い
て
は
無
数
の
竜
巻
が
趨
こ
り
、
そ

の
熱
風
に
よ
ウ
隅
田
川
に
飛
び
込
み

溺
死
・
騨
損
傷
に
よ
る
死
t
餐
も
多

数
で
ま
し
た
。

都
市
の
災
害
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江
戸
時
代
か
ら
の
騰
○
○
年
を
晃

て
も
、
大
震
災
と
い
わ
れ
る
地
震
は

三
圃
あ
り
、
そ
の
周
鰯
は
ほ
ぼ
一
〇

〇
驚
購
後
で
す
。
関
東
大
震
災
か
ら

七
〇
年
位
た
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え

ま
す
と
、
い
つ
起
こ
っ
て
も
不
思
議

で
は
あ
り
濠
せ
ん
。

　
選
難
場
所
と
し
て
は
、
公
園
や
学

校
等
が
指
定
さ
れ
て
い
豪
す
。
行
政

と
し
て
も
食
糧
と
飲
料
水
の
備
蓄
や

救
急
の
体
鰯
は
漿
え
て
い
る
よ
う
で

う
す
が
、
や
は
り
最
初
の
“
“
週
闘
位

は
、
自
助
努
力
に
よ
る
し
か
生
き
癒

び
る
道
は
な
毒
そ
う
で
す
億

　
松
之
山
町
の
災
審
と
い
う
と
、
地

滑
り
と
火
災
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
地
滑
り
紅
つ
い
て
は
、
購
自
捧
が

地
滑
り
地
幣
の
な
か
紅
あ
る
た
め
ば

防
止
の
た
め
の
不
断
の
努
力
が
必
要

な
こ
と
は
醤
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、

　
災
審
は
忘
れ
た
こ
ろ
臓
や
っ
て
來

る
と
い
い
ま
す
が
、
か
っ
て
の
大
地

滑
り
や
火
災
の
経
験
を
憲
れ
る
こ
と

な
く
藷
り
継
い
で
い
く
こ
と
が
最
畏

の
防
災
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
東
窟
事
務
所
　
保
坂
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　このコーナーでは、みなさんからの
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腿体の紹介や写真、絵鐡なども大歓迎。
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雪
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き
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…
…
善
i
｝
…
蕃
…
…
蕃
｛
…
；

「わが家の人気者⑳

i
｛
多
i
…
…
…
…
f
…
ー
手
ξ
、
，
群
，
逗
，
5
｝
～
｛
｝
ξ
，
…
，
～
…
～
ヒ
ξ
｛
ξ
美
ー
美
…
§
多
養
，
拳
季
，
季
季
‡
｛
・
｝
き
｝
ー
多
ξ
｝
き
｛
・
～
｝
き
多
ξ
｝
手
き
・
き
…
｝
等
‡
導
キ
｝
…
舌
…
キ
ξ
ξ
孝
｝
§
，
芝
，
｛
、
手
き
ー
～
多
…
重
多
…
～
｝
重
…
」

新
潟
県
少
年
の
主
張
大
会

ふみや
郁弥くん登場（2歳肋月）

　高橋誠・益美さん2男
　　　　（天水島・毒楽〉

　郁弥くんは今隼の照月から、松

里保育勝に通い蛤めました。簿iヨ

おにちゃんと一緒に元気に通って

いるそうで、保葎所ではともだち

と仲畏く遊んでいるそうです、

　好きな食べ物は、「なっぱ」とヂガ

ム3。遊びでは、お気に入夢のユン

ボで工事遊びをすることとポケモ

ンのカード集めをやっているそう

です◎

　8月3・4撮と7家族でキャン

プに繊かけ、都強くんもその仲閥

入り、雷が鳴りちょっびりこわい

思いをしたようて“す力盆、テントカ、

らテントヘと渡り歩き、焼き肉や

花火をしてとても楽しいキャンプ

だったようです。

払総母さんから…桑碧

　いろんなこと憂経験し、感動し

てやさしくたくましく育ってほし

いと思います。

噺
た
捌
轟
剛
蝋
騰
剛
」

　
九
月
二
田
、
牧
村
の
牧
中
掌
校
で

「
新
潟
醸
少
年
の
窯
張
大
会
…
わ
た

し
の
窯
張
併
ー
東
頸
城
郡
地
区
大

禽
篇
が
闘
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
郡
内
の
六
中
掌
校

か
ら
選
撫
さ
れ
た
十
二
名
が
、
磁
ご

ろ
考
え
て
い
る
溝
新
で
建
設
的
な
意

見
を
発
褒
し
ま
し
た
。

　
当
町
の
松
之
出
中
学
校
か
ら
も
二

葎
生
の
滝
沢
徹
斑
く
ん
と
三
館
生
の

竹
内
恵
美
さ
ん
が
意
見
を
発
衰
し
ま

し
た
。

　
今
月
勢
と
来
月
弩
で
は
、
二
麟
に

わ
た
り
お
二
人
の
発
褒
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。
ま
ず
、
合
月
畢
は
工
年
盤

の
滝
沢
徹
旭
く
ん
で
す
。

…
…
…
‡
の

　
　
　
圭

も
の
の
考
え
方

　
松
中
二
年
　
滝
沢
　
徹
也

　
こ
の
蔚
、
親
に
怒
ら
れ
ま
し
た
偽

そ
の
理
撫
は
、
　
「
手
伝
い
が
不
十
分

だ
っ
た
し
と
い
う
こ
と
で
し
た
、
僕

の
兄
弟
は
薫
人
い
ま
す
。
そ
れ
な
の

に
頑
張
っ
た
僕
が
怒
ら
れ
て
、
遊
ん

で
い
た
兄
弟
は
怒
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
す
。

　
　
　
セ

譲
爺

O
O
O

⇔
◎
“
O奪

oり

　
僕
は
親
に
誘
い
ま
し
た
。
　
「
な
ん

で
幾
ば
か
り
怒
る
ん
だ
よ
！
」
と
．

親
は
僕
の
態
度
に
つ
い
て
ま
た
、
文

句
を
誘
い
始
め
象
し
た
．
僕
は
我
慢

で
き
な
く
な
っ
て
、
二
階
に
あ
る
ベ

ッ
ト
に
寝
転
び
ま
し
た
。

　
寝
転
ん
で
い
る
う
ち
に
あ
る
考
え

が
浮
か
び
ま
し
た
．

　
侮
故
人
は
怒
る
の
だ
ろ
う
…
…
。

僕
は
こ
う
思
い
ま
し
た
。
　
「
み
ん
叡

自
己
中
心
的
に
考
え
て
い
る
か
ら
、

自
分
が
驚
立
っ
た
時
に
は
近
く
に
い

る
人
に
怒
る
の
で
は
な
い
か
し
と
。

　
数
疑
後
、
今
度
は
母
が
儀
に
こ
ん

な
こ
と
を
欝
い
ま
し
た
。
　
「
プ
ラ
ス

思
考
、
マ
イ
ナ
ス
思
讐
し
と
。
僕
に

は
母
が
何
を
灘
）
て
い
る
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
母
に
闘
い
て
み

る
と
「
悪
い
方
、
悪
い
方
へ
考
え
る

と
瀞
立
つ
ば
か
り
で
解
決
は
し
な
い
．

プ
ラ
ス
思
考
で
考
え
て
晃
ろ
」
と
の

　
し
か
し
、
プ
ラ
ス
思
考
に
し
ろ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋸

欝
わ
れ
て
も
、
ど
う
い
う
考
え
方
が

プ
ラ
ス
思
考
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

畏
い
方
に
考
え
ろ
と
欝
っ
て
も
、
ど

う
い
う
考
え
方
が
良
い
考
え
方
な
の

か
僕
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
．
親
を
手

伝
っ
た
僕
が
怒
ら
れ
た
の
に
、
な
ぜ

良
い
方
磁
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
…
…
…
。

　
も
う
…
度
親
に
聞
く
と
、
　
「
な
ぜ

怒
ら
れ
た
か
よ
ー
く
考
え
て
み
な
さ

い
駄
と
欝
わ
れ
ま
し
た
。
思
い
出
し

て
み
る
と
、
そ
う
い
え
ば
怒
ら
れ
た

聴
に
「
乎
伝
い
が
不
十
分
だ
っ
た
偏

と
書
わ
れ
た
こ
と
が
頭
に
浮
か
び
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
親
の
立
場
に
な
っ
て
考
え

て
み
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
、
親
は
僕
に

も
っ
と
手
伝
っ
て
ほ
し
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
穏
僕
に
協
力
を
腰
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
れ
な
の
に
僕
の
態
度
が

親
臓
は
「
楽
で
楽
し
い
方
へ
逃
げ
て

い
る
」
と
兇
え
た
の
で
は
な
い
か
。

8

確
か
に
自
分
で
頑
張
っ
て
い
る
時
に

櫨
手
が
な
談
け
て
い
る
所
を
箆
る
と

苛
立
つ
で
し
ょ
う
。

　
僕
は
、
だ
ん
だ
ん
簸
後
ま
で
し
っ

か
ウ
拳
伝
い
を
し
て
置
け
ば
良
か
っ

た
よ
う
な
寵
無
が
し
て
き
ま
し
た
。
僕

が
も
う
少
し
手
伝
っ
て
い
れ
ば
、
親

に
も
鎌
な
思
い
さ
せ
な
く
て
よ
か
っ

た
だ
ろ
う
し
、
僕
趨
身
も
仕
箏
が
終

わ
っ
た
と
き
に
満
建
感
が
得
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
．

　
で
も
鉦
が
か
り
な
の
は
、
ぽ
く
の

こ
と
を
毒
え
て
く
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
蕉
直
に
欝
え
ば
、
僕

も
兄
弟
と
一
緒
に
遊
び
た
か
っ
た
の

で
す
。
そ
れ
な
の
に
親
は
、
饒
だ
け

を
選
ん
で
僕
だ
け
を
手
伝
わ
せ
ま
し

た
。
欝
度
僕
は
、
な
ぜ
僕
を
選
ん
だ

か
聞
き
ま
し
た
。
す
る
と
親
は
、
「
お

蔚
を
見
込
ん
で
選
ん
だ
ん
だ
」
と
需

｝

い
ま
し
た
。
そ
の
誘
葉
に
僕
は
反
論

し
ま
し
た
ロ
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
僕
だ
け

が
撰
じ
ゃ
な
い
か
し
と
。
す
る
と
、

「
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
塞
姦

に
撰
を
し
て
い
る
の
か
な
？
瞬
と
讐

っ
て
そ
の
場
を
去
っ
て
行
き
ま
し
た
ゆ

　
「
お
購
を
晃
込
ん
で
選
ん
だ
ん
だ

…
…
し
の
頭
の
中
に
こ
の
霧
葉
が
浮

か
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
聴
、
僕
は

や
っ
と
親
が
「
こ
い
つ
な
ら
、
ち
ゃ

ん
と
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
転
と
思

っ
て
僕
を
選
ん
で
く
れ
た
こ
と
、
飽

の
兄
弟
で
は
な
く
て
僕
農
身
の
こ
と

を
認
め
て
く
れ
て
選
ん
で
く
れ
た
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
プ
ラ
ス
思
考
と
は
自
巴

中
心
的
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
他

蕎
中
心
的
に
も
の
を
考
え
る
こ
と
な

の
だ
と
。
つ
ま
り
、
繊
乎
の
立
場
に

立
っ
て
も
の
を
考
え
、
行
動
す
る
こ

　∞焔
磁
貿
か
秘
綻
物
温

矯
器
鶴
纏
璽

瞬
弗
恥
絶
惣
離
鞭
塑

離
織
幣
響
謹

と
な
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
親
は
、

僕
に
こ
の
考
え
を
知
っ
て
ぽ
し
か
っ

た
の
で
す
。

　
親
が
僕
の
こ
と
を
兄
弟
の
誰
よ
り

も
認
め
て
く
れ
て
、
手
伝
い
を
頼
ん

で
く
れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
思

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
の
の
考
え
方
に
よ
っ
て
は
、
入

は
怒
っ
た
り
嬉
し
く
な
っ
た
ウ
入
を

恨
ん
だ
り
感
翻
し
た
り
と
様
々
で
す
．

プ
ラ
ス
思
懸
で
も
の
を
考
え
、
実
行

す
る
に
は
自
分
霞
身
の
広
い
心
と
糧

手
へ
の
思
い
や
り
が
必
、
要
で
す
。

語
㌧
｝
f
ず
～
『
～
タ
身
～
〆
～
／
、
／
〉
F
、
ザ
～
“
、
『
～
ρ
～
～
、
／
、
－
、
／
、
（
ξ
曳
ζ
！
～
」
㌧
！
礼
き
丸
ξ
’
　
　
　
～
ノ
、
～
～
’
～
－
～
～
、
ず
；
、
！
、
～
。
“

、
ず
、
・
‘
、
デ
・
～
葬
7
～
／
’
、
／
～
ノ
「
、
／
、
5
・
，
、
・
～
。
・
～
、
・
～
、
～
乱
ぐ
／
、
／
、
／
、
，

あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

町
へ
の
寄
付
と
寄
贈

深
尾
庄
介
民
か
ら
絵
濁

　
八
月
七
鷺
、
醐
家
の
深
羅
鷹
介
さ

ん
が
購
に
絵
爾
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

深
羅
さ
ん
は
今
年
七
十
二
歳
。
鯵
無

か
ら
黒
倉
蔓
術
畢
節
館
（
擬
松
之
由

小
黒
禽
分
校
）
を
利
駕
し
て
翻
作
活

動
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
奪
も

六
月
下
旬
か
ら
約
｝
か
月
半
ほ
ど
滞

往
さ
れ
ま
し
た
。

　
深
尾
さ
ん
は
杉
が
好
き
だ
と
い
う

こ
と
で
、
今
園
寄
贈
さ
れ
た
作
最
も

黒
禽
螢
衛
挙
節
館
か
ら
晃
た
嵐
景

（
杉
）
の
作
磁
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

渡
部
桂
弦
さ
ん
か
ら
書

　
八
月
十
三
繍
か
ら
自
然
休
養
材
セ

ン
タ
奪
で
露
遵
展
を
醐
縫
し
て
い
ま

し
た
、
浦
照
薦
之
蔚
懲
場
の
渡
部
娃

弦
（
節
子
）
さ
ん
が
購
に
露
を
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
作
晶
は
、
今
回
の
澱

道
展
に
繊
最
惑
れ
た
「
私
の
心
の
申

に
積
も
り
そ
う
な
鷺
が
降
る
し
と

「
越
山
」
の
二
．
黒
で
す
．
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

第
田
銀
行
か
ら

町
禰
祉
施
設
へ
鴇
万
円

　
　
　
　
購
噸
、

　
八
月
二
牽
九
欝
、
株
式
会
祇
第
照

銀
行
（
頭
取
…
鈴
木
治
輔
様
）
か
ら
購

控
竃
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
十
万
門

が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
騒
の
寄
付
は
、
第
賜
銀
行
が

一
二
〇
周
年
記
念
事
業
の
｝
環
と
し

て
平
成
五
年
度
か
ら
五
力
奪
計
爾
で

県
内
の
禰
祉
施
設
に
寄
付
活
動
を
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
昨
無
度
ま
で
に

…
八
○
施
設
臓
助
成
、
今
年
は
漿
内

の
蕪
八
施
設
慌
寄
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
つ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
鷺
は
、
平
沢
功
松
代
支
鷹
長

と
増
村
糞
治
松
之
山
代
理
店
薫
が
セ

ン
タ
ー
を
訪
れ
、
佐
藤
畏
雄
保
健
橿

祉
諜
長
紅
寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
o
セ
ン
タ
ー
で
は
、
寄
付
金
を
施
設

の
備
最
購
入
に
充
て
る
こ
と
に
し
て

ま
す
．
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

※
ま
つ
の
や
ま
文
芸
は
団
ぺ
ー
ジ
ヘ
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会

ふみや
郁弥くん登場（2歳肋月）

　高橋誠・益美さん2男
　　　　（天水島・毒楽〉

　郁弥くんは今隼の照月から、松

里保育勝に通い蛤めました。簿iヨ

おにちゃんと一緒に元気に通って

いるそうで、保葎所ではともだち

と仲畏く遊んでいるそうです、

　好きな食べ物は、「なっぱ」とヂガ

ム3。遊びでは、お気に入夢のユン

ボで工事遊びをすることとポケモ

ンのカード集めをやっているそう

です◎

　8月3・4撮と7家族でキャン

プに繊かけ、都強くんもその仲閥

入り、雷が鳴りちょっびりこわい

思いをしたようて“す力盆、テントカ、

らテントヘと渡り歩き、焼き肉や

花火をしてとても楽しいキャンプ

だったようです。

払総母さんから…桑碧

　いろんなこと憂経験し、感動し

てやさしくたくましく育ってほし

いと思います。

噺
た
捌
轟
剛
蝋
騰
剛
」

　
九
月
二
田
、
牧
村
の
牧
中
掌
校
で

「
新
潟
醸
少
年
の
窯
張
大
会
…
わ
た

し
の
窯
張
併
ー
東
頸
城
郡
地
区
大

禽
篇
が
闘
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
郡
内
の
六
中
掌
校

か
ら
選
撫
さ
れ
た
十
二
名
が
、
磁
ご

ろ
考
え
て
い
る
溝
新
で
建
設
的
な
意

見
を
発
褒
し
ま
し
た
。

　
当
町
の
松
之
出
中
学
校
か
ら
も
二

葎
生
の
滝
沢
徹
斑
く
ん
と
三
館
生
の

竹
内
恵
美
さ
ん
が
意
見
を
発
衰
し
ま

し
た
。

　
今
月
勢
と
来
月
弩
で
は
、
二
麟
に

わ
た
り
お
二
人
の
発
褒
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。
ま
ず
、
合
月
畢
は
工
年
盤

の
滝
沢
徹
旭
く
ん
で
す
。

…
…
…
‡
の

　
　
　
圭

も
の
の
考
え
方

　
松
中
二
年
　
滝
沢
　
徹
也

　
こ
の
蔚
、
親
に
怒
ら
れ
ま
し
た
偽

そ
の
理
撫
は
、
　
「
手
伝
い
が
不
十
分

だ
っ
た
し
と
い
う
こ
と
で
し
た
、
僕

の
兄
弟
は
薫
人
い
ま
す
。
そ
れ
な
の

に
頑
張
っ
た
僕
が
怒
ら
れ
て
、
遊
ん

で
い
た
兄
弟
は
怒
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
す
。

　
　
　
セ

譲
爺

O
O
O

⇔
◎
“
O奪

oり

　
僕
は
親
に
誘
い
ま
し
た
。
　
「
な
ん

で
幾
ば
か
り
怒
る
ん
だ
よ
！
」
と
．

親
は
僕
の
態
度
に
つ
い
て
ま
た
、
文

句
を
誘
い
始
め
象
し
た
．
僕
は
我
慢

で
き
な
く
な
っ
て
、
二
階
に
あ
る
ベ

ッ
ト
に
寝
転
び
ま
し
た
。

　
寝
転
ん
で
い
る
う
ち
に
あ
る
考
え

が
浮
か
び
ま
し
た
．

　
侮
故
人
は
怒
る
の
だ
ろ
う
…
…
。

僕
は
こ
う
思
い
ま
し
た
。
　
「
み
ん
叡

自
己
中
心
的
に
考
え
て
い
る
か
ら
、

自
分
が
驚
立
っ
た
時
に
は
近
く
に
い

る
人
に
怒
る
の
で
は
な
い
か
し
と
。

　
数
疑
後
、
今
度
は
母
が
儀
に
こ
ん

な
こ
と
を
欝
い
ま
し
た
。
　
「
プ
ラ
ス

思
考
、
マ
イ
ナ
ス
思
讐
し
と
。
僕
に

は
母
が
何
を
灘
）
て
い
る
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
母
に
闘
い
て
み

る
と
「
悪
い
方
、
悪
い
方
へ
考
え
る

と
瀞
立
つ
ば
か
り
で
解
決
は
し
な
い
．

プ
ラ
ス
思
考
で
考
え
て
晃
ろ
」
と
の

　
し
か
し
、
プ
ラ
ス
思
考
に
し
ろ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋸

欝
わ
れ
て
も
、
ど
う
い
う
考
え
方
が

プ
ラ
ス
思
考
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

畏
い
方
に
考
え
ろ
と
欝
っ
て
も
、
ど

う
い
う
考
え
方
が
良
い
考
え
方
な
の

か
僕
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
．
親
を
手

伝
っ
た
僕
が
怒
ら
れ
た
の
に
、
な
ぜ

良
い
方
磁
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
…
…
…
。

　
も
う
…
度
親
に
聞
く
と
、
　
「
な
ぜ

怒
ら
れ
た
か
よ
ー
く
考
え
て
み
な
さ

い
駄
と
欝
わ
れ
ま
し
た
。
思
い
出
し

て
み
る
と
、
そ
う
い
え
ば
怒
ら
れ
た

聴
に
「
乎
伝
い
が
不
十
分
だ
っ
た
偏

と
書
わ
れ
た
こ
と
が
頭
に
浮
か
び
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
親
の
立
場
に
な
っ
て
考
え

て
み
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
、
親
は
僕
に

も
っ
と
手
伝
っ
て
ほ
し
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
穏
僕
に
協
力
を
腰
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
れ
な
の
に
僕
の
態
度
が

親
臓
は
「
楽
で
楽
し
い
方
へ
逃
げ
て

い
る
」
と
兇
え
た
の
で
は
な
い
か
。

8

確
か
に
自
分
で
頑
張
っ
て
い
る
時
に

櫨
手
が
な
談
け
て
い
る
所
を
箆
る
と

苛
立
つ
で
し
ょ
う
。

　
僕
は
、
だ
ん
だ
ん
簸
後
ま
で
し
っ

か
ウ
拳
伝
い
を
し
て
置
け
ば
良
か
っ

た
よ
う
な
寵
無
が
し
て
き
ま
し
た
。
僕

が
も
う
少
し
手
伝
っ
て
い
れ
ば
、
親

に
も
鎌
な
思
い
さ
せ
な
く
て
よ
か
っ

た
だ
ろ
う
し
、
僕
趨
身
も
仕
箏
が
終

わ
っ
た
と
き
に
満
建
感
が
得
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
．

　
で
も
鉦
が
か
り
な
の
は
、
ぽ
く
の

こ
と
を
毒
え
て
く
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
蕉
直
に
欝
え
ば
、
僕

も
兄
弟
と
一
緒
に
遊
び
た
か
っ
た
の

で
す
。
そ
れ
な
の
に
親
は
、
饒
だ
け

を
選
ん
で
僕
だ
け
を
手
伝
わ
せ
ま
し

た
。
欝
度
僕
は
、
な
ぜ
僕
を
選
ん
だ

か
聞
き
ま
し
た
。
す
る
と
親
は
、
「
お

蔚
を
見
込
ん
で
選
ん
だ
ん
だ
」
と
需

｝

い
ま
し
た
。
そ
の
誘
葉
に
僕
は
反
論

し
ま
し
た
ロ
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
僕
だ
け

が
撰
じ
ゃ
な
い
か
し
と
。
す
る
と
、

「
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
塞
姦

に
撰
を
し
て
い
る
の
か
な
？
瞬
と
讐

っ
て
そ
の
場
を
去
っ
て
行
き
ま
し
た
ゆ

　
「
お
購
を
晃
込
ん
で
選
ん
だ
ん
だ

…
…
し
の
頭
の
中
に
こ
の
霧
葉
が
浮

か
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
聴
、
僕
は

や
っ
と
親
が
「
こ
い
つ
な
ら
、
ち
ゃ

ん
と
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
転
と
思

っ
て
僕
を
選
ん
で
く
れ
た
こ
と
、
飽

の
兄
弟
で
は
な
く
て
僕
農
身
の
こ
と

を
認
め
て
く
れ
て
選
ん
で
く
れ
た
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
プ
ラ
ス
思
考
と
は
自
巴

中
心
的
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
他

蕎
中
心
的
に
も
の
を
考
え
る
こ
と
な

の
だ
と
。
つ
ま
り
、
繊
乎
の
立
場
に

立
っ
て
も
の
を
考
え
、
行
動
す
る
こ

　∞焔
磁
貿
か
秘
綻
物
温

矯
器
鶴
纏
璽

瞬
弗
恥
絶
惣
離
鞭
塑

離
織
幣
響
謹

と
な
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
親
は
、

僕
に
こ
の
考
え
を
知
っ
て
ぽ
し
か
っ

た
の
で
す
。

　
親
が
僕
の
こ
と
を
兄
弟
の
誰
よ
り

も
認
め
て
く
れ
て
、
手
伝
い
を
頼
ん

で
く
れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
思

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
の
の
考
え
方
に
よ
っ
て
は
、
入

は
怒
っ
た
り
嬉
し
く
な
っ
た
ウ
入
を

恨
ん
だ
り
感
翻
し
た
り
と
様
々
で
す
．

プ
ラ
ス
思
懸
で
も
の
を
考
え
、
実
行

す
る
に
は
自
分
霞
身
の
広
い
心
と
糧

手
へ
の
思
い
や
り
が
必
、
要
で
す
。

語
㌧
｝
f
ず
～
『
～
タ
身
～
〆
～
／
、
／
〉
F
、
ザ
～
“
、
『
～
ρ
～
～
、
／
、
－
、
／
、
（
ξ
曳
ζ
！
～
」
㌧
！
礼
き
丸
ξ
’
　
　
　
～
ノ
、
～
～
’
～
－
～
～
、
ず
；
、
！
、
～
。
“

、
ず
、
・
‘
、
デ
・
～
葬
7
～
／
’
、
／
～
ノ
「
、
／
、
5
・
，
、
・
～
。
・
～
、
・
～
、
～
乱
ぐ
／
、
／
、
／
、
，

あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

町
へ
の
寄
付
と
寄
贈

深
尾
庄
介
民
か
ら
絵
濁

　
八
月
七
鷺
、
醐
家
の
深
羅
鷹
介
さ

ん
が
購
に
絵
爾
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

深
羅
さ
ん
は
今
年
七
十
二
歳
。
鯵
無

か
ら
黒
倉
蔓
術
畢
節
館
（
擬
松
之
由

小
黒
禽
分
校
）
を
利
駕
し
て
翻
作
活

動
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
奪
も

六
月
下
旬
か
ら
約
｝
か
月
半
ほ
ど
滞

往
さ
れ
ま
し
た
。

　
深
尾
さ
ん
は
杉
が
好
き
だ
と
い
う

こ
と
で
、
今
園
寄
贈
さ
れ
た
作
最
も

黒
禽
螢
衛
挙
節
館
か
ら
晃
た
嵐
景

（
杉
）
の
作
磁
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

渡
部
桂
弦
さ
ん
か
ら
書

　
八
月
十
三
繍
か
ら
自
然
休
養
材
セ

ン
タ
奪
で
露
遵
展
を
醐
縫
し
て
い
ま

し
た
、
浦
照
薦
之
蔚
懲
場
の
渡
部
娃

弦
（
節
子
）
さ
ん
が
購
に
露
を
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
作
晶
は
、
今
回
の
澱

道
展
に
繊
最
惑
れ
た
「
私
の
心
の
申

に
積
も
り
そ
う
な
鷺
が
降
る
し
と

「
越
山
」
の
二
．
黒
で
す
．
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

第
田
銀
行
か
ら

町
禰
祉
施
設
へ
鴇
万
円

　
　
　
　
購
噸
、

　
八
月
二
牽
九
欝
、
株
式
会
祇
第
照

銀
行
（
頭
取
…
鈴
木
治
輔
様
）
か
ら
購

控
竃
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
十
万
門

が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
騒
の
寄
付
は
、
第
賜
銀
行
が

一
二
〇
周
年
記
念
事
業
の
｝
環
と
し

て
平
成
五
年
度
か
ら
五
力
奪
計
爾
で

県
内
の
禰
祉
施
設
に
寄
付
活
動
を
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
昨
無
度
ま
で
に

…
八
○
施
設
臓
助
成
、
今
年
は
漿
内

の
蕪
八
施
設
慌
寄
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
つ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
鷺
は
、
平
沢
功
松
代
支
鷹
長

と
増
村
糞
治
松
之
山
代
理
店
薫
が
セ

ン
タ
ー
を
訪
れ
、
佐
藤
畏
雄
保
健
橿

祉
諜
長
紅
寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
o
セ
ン
タ
ー
で
は
、
寄
付
金
を
施
設

の
備
最
購
入
に
充
て
る
こ
と
に
し
て

ま
す
．
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

※
ま
つ
の
や
ま
文
芸
は
団
ぺ
ー
ジ
ヘ
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1
①
o
o
寸
1

ま
ち
の
話
題

磯
i
ー
一

一伝統芸能でにぎやかに交流
き

t　　上：湧手歌舞伎と岩室村高齢者

　
八
月
脳
獄
、
町
蝿
体
欝
館
で
上
川

手
歌
舞
伎
と
醐
蒲
漂
郡
、
蒼
室
紺
の
㈹

齢
餐
学
級
と
の
伝
統
整
能
の
交
流
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
、

　
轡
無
村
蕎
齢
餐
掌
級
で
は
毎
無
町

外
で
の
紐
修
会
を
実
施
し
て
お
り
、

今
年
は
歌
舞
伎
を
ぜ
ひ
晃
て
み
た
い

と
上
川
手
歌
舞
伎
と
の
交
流
会
と
な

っ
た
も
の
で
、
岩
室
村
か
ら
は
顯
十

　
人
が
参
茄
し
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
上
拠
灘
歌
舞
伎
に
続

き
、
器
窯
村
か
り
は
三
昧
線
も
湘
わ

っ
た
盆
踊
り
や
轡
室
甚
句
な
ど
臨
曲

が
披
露
さ
れ
、
　
　
緒
に
踊
っ
た
り
と

楽
し
く
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
、

。
鼠
灘
，

隆
書
…
一

願一｝，一瞬疑あげてのムードづくりを
き

し一一一一第4＠松高対策検討会が開催一一

罐一鰍

継

　
八
月
五
績
、
自
然
休
養
村
セ
ン
タ

ー
で
第
闘
回
安
塚
、
陶
校
松
之
出
分
校

検
認
会
が
闘
催
さ
れ
ま
し
た
．

　
少
子
化
等
で
こ
こ
数
奪
、
松
之
山

分
校
へ
の
入
学
生
徒
数
が
大
編
に
定

貴
翻
れ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
徒

墓
集
の
方
策
嶽
ど
に
つ
い
て
慧
見
交

換
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
会
譲
で
は
謁
校
の
様
子
や
卒
業
盗

の
進
路
鋭
魍
の
後
、
分
校
葎
続
の
賜

題
点
や
幕
集
の
た
め
の
翼
体
的
な
方

策
等
が
話
し
禽
わ
れ
ま
し
た
．

　
今
後
は
、
購
艮
あ
げ
て
の
学
校
存

続
の
ム
等
ド
づ
く
り
や
通
掌
費
の
補

助
な
ど
も
考
え
て
行
く
こ
と
ぼ
な
り

談
し
た
。

門
　
　
」

r一ふるさと松之出で書道展
も

！．一、．一一西之前出身の渡辺桂弦さん

　
八
月
十
三
黛
か
ら
十
八
揖
ま
で
の

バ
鱗
間
、
自
然
休
養
栂
セ
ン
タ
ー
で

ま
し
た
。

　
渡
部
さ
ん
は
薮
町
の
浦
田
爾
之
蔚

の
出
身
で
、
灘
を
始
め
て
三
牽
年
。

作
繍
に
は
、
ふ
る
さ
と
松
之
撫
の
．
霧

や
心
”
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の

が
多
く
、
今
回
の
欝
道
展
に
は
約
幽

十
点
が
展
承
さ
れ
ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
お
盆
の
晦
鰯
で
も
あ
ウ
、

帰
憲
客
や
購
畏
が
大
勢
禽
場
臓
詰
め

か
け
獄
州
心
に
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
ま

し
た
．
ま
た
、
渡
部
さ
ん
か
　
町
へ
作

曇
薫
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

渡
葎
弦
ハ
璽
さ
ん
璽
諜
豊

弦
鍛
，
の
雛
界
」
書
遵
展
が
醐
催
さ
れ
一

糖
慧
・
璽
鴫
骸

謬
壷
撃
耀
ゆ
ぎ
籍

鑑
礎
藩
　

㌣
零
碧

｝
篭
か

欝
麓
議

騨
蕪
．

縛
塁
齢
．

毒
犠
湧

率ミ

鬼
轡

鳳
　濯饗

騰

顯
雛
難

，
講

　
優
勝
は
拠
手
A
チ
茎
ム

　
　
　
　
　
購
ゲ
ー
ト
求
ー
ル
大
会

　
　
第
十
闘
國
賜
ゲ
ー
ト
ボ
達
ル
大
会

　
が
八
月
二
十
八
β
、
瞬
騰
グ
ラ
ン
ド

　
を
会
場
に
闘
催
さ
れ
塞
し
た
。

　
　
こ
の
田
は
轡
窒
も
広
が
り
さ
わ
や

　
か
な
風
が
吹
く
中
、
賭
内
ゲ
！
ト
ボ

　
ー
ル
愛
好
餐
の
牽
六
チ
ー
ム
が
参
撫

　
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
会

　
場
で
は
選
手
が
ス
テ
ッ
ク
で
ポ
達
ル

　
を
打
つ
時
の
心
地
よ
い
畜
と
歓
声
が

　
響
い
て
い
ま
し
た
。

　
　
接
戦
の
結
果
、
今
年
は
湧
手
A
チ

　
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
大
会
の
成

　
纏
は
次
の
と
お
り
で
す
、
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優
勝
蓑
履
手
A
、
準
優
勝
蓑
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禽
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友
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、
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位
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松
之
由
、
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位

　
　
蓑
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八
月
二
十
六
繕
、
浦
磁
保
育
所
の

運
動
会
が
浦
照
小
掌
校
体
鷺
館
を
会

場
に
醐
催
さ
れ
ま
し
た
、

　
ま
ず
、
雑
長
の
き
り
ん
紹
毒
ん
が

元
気
に
闘
会
あ
い
さ
つ
。
全
蝿
で
準

騰
体
繰
し
た
後
、
赤
組
と
白
組
に
甥

れ
て
競
技
が
㎜
闘
嬢
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
小
掌
盈
や
地
域
の
入
、

園
兜
の
家
族
ら
も
臨
援
に
駆
け
つ
け
、

一
生
懸
命
に
定
っ
た
り
踊
っ
た
り
す

る
園
児
た
ち
に
大
き
な
声
援
を
贈
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
慈
援
に
駆
け
つ
け
た
小
学

盤
ら
も
競
技
に
参
燃
し
、
｝
緒
に
楽

し
く
洋
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
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八
月
二
十
五
獄
、
浦
照
克
雲
セ
ン

タ
…
で
「
菊
の
ア
レ
ジ
メ
ン
ト
講
鰹
」

が
囎
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
浦
鎖
地
域
で
は
数
葎
繭
か
ら
、
女

性
の
グ
ル
ー
プ
約
黒
十
名
が
菊
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
園

の
講
鰹
は
そ
の
菊
を
い
か
す
壷
刀
法
の

ひ
と
つ
と
し
て
菊
花
の
ア
レ
ジ
メ
ン

ト
技
術
を
概
修
し
、
グ
ル
ー
プ
や
地

域
の
酒
性
化
鵜
役
立
て
た
い
と
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
．

　
こ
の
鷺
は
農
業
改
罠
普
及
鰻
や
農

協
の
蕊
活
指
灘
員
が
指
轡
に
あ
た
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
春
か
ら
曹
て
て

き
た
菊
の
花
と
思
い
思
い
の
花
雛
を

持
ち
寄
っ
て
、
自
由
に
楽
し
く
花
を

亜
け
て
い
ま
し
た
、
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八
月
二
鷺
、
灘
購
湯
出
に
あ
る
由

の
上
の
能
楽
堂
（
通
称
ー
擢
魂
縫
〉
で

「
薪
の
あ
る
猛
書
ー
轟
婁
の
箋
い
祭

典
し
と
題
し
た
狂
欝
の
公
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
出
演
餐
に
は
能
楽
界
の
鷹
量
、
雛

要
無
形
文
化
財
総
余
指
驚
餐
の
野
柑

万
作
さ
ん
と
患
子
の
萬
斎
さ
ん
ら
獲

醤
興
を
代
表
す
る
メ
ン
バ
ー
が
総
鑛

演
し
、
醸
内
外
か
ら
訪
れ
た
麺
二
千

入
の
観
客
を
魅
了
し
て
い
藪
し
た
。

　
今
醸
の
狂
欝
は
、
購
内
の
窟
志
で

総
織
す
る
「
ま
つ
の
や
ま
穿
吹
会
」

が
窯
催
㎜
面
礁
』
年
六
月
の
「
ブ
ナ
の
慰
継
コ

ン
サ
ー
志
紅
次
ぐ
イ
ベ
ン
ト
で
、

嚢
黛
は
地
元
蕎
校
生
ら
も
多
数
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
謀
し
た
。

　
狂
讐
の
会
場
と
な
っ
た
能
楽
堂
は
、

こ
の
七
月
薩
カ
ヤ
の
ふ
き
替
え
を
終

え
た
ば
か
り
、
乎
造
り
の
灯
篭
と

渉
々
と
燃
え
る
か
が
り
火
が
幻
想
的

な
舞
台
と
な
り
ま
し
た
．

　
こ
の
鷺
の
演
目
は
「
棒
縛
幅
と

「
薫
し
の
二
つ
で
、
獲
露
特
蒋
の
ユ
ー

モ
ア
で
滑
稽
な
し
ぐ
さ
に
観
客
は
大

欝
び
。
糞
麗
の
暑
い
一
旧
、
由
の
烹

の
能
楽
鴬
は
築
い
が
こ
だ
蓑
し
て
い

ま
し
た
。
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□

　
楽
し
く
体
を
動
か
し
健
康
維
持
に

つ
い
て
の
慧
欲
を
も
と
う
、
今
園
は
、

家
殿
で
で
き
る
健
康
体
操
や
楽
し
い

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

m
月
2
鷺
（
木
V

午
蔚
鎗
時
3
0
分
～

露
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

丸
山
サ
ワ
さ
ん
（
松
之
山

人
材
バ
ン
ク
）

の
初
歩
に
つ
い
て
掌
び
ま
す
、

▼
期
澱
憩
月
9
鷺
（
木
〉

▼
時
間
　
午
後
7
聴
3
0
分
～

▼
場
所
　
獲
然
休
養
村
セ
ン
タ
肇

第
9
回
全
国
生
涯
学
習

｝
フ
ヱ
ス
テ
ィ
バ
ル

と

・
湯

　
盤
涯
掌
習
冤
本
布
で
は
、
企
業
・

懸
体
・
窮
町
栂
等
か
ら
の
活
動
や
楽

し
く
掌
ぷ
た
め
の
多
様
な
情
報
、
学

習
機
羅
、
サ
…
ビ
ス
、
ま
ち
づ
く
り
の

実
践
例
等
の
紹
介
、
提
案
や
展
示
を

行
い
ま
す
。

　
ご
来
場
の
皆
様
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

「
ま
な
び
」
と
の
出
会
い
を
提
供
し
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
轡
活
動
を
行
う

き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
期
欝
　
憩
月
9
鷺
～
捻
田
ま
で

▽
場
所
　
新
潟
策
（
メ
イ
ン
会
場
）

　
　
　
　
上
越
帯
勉
、
4
会
場

第
3
回
湯
鳥
駅
伝
大
会

　
（
第
9
回
金
国
生
涯
学
翼
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
協
賛
事
業
）

門

▼
期
欝

▼
時
問

▼
場
研

▼
講
舗

圏回

闘
国
U

　
秋
の
実
り
が
表
現
で
き
る
よ
う
に

材
料
や
生
け
か
た
を
工
夫
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

▼
期
欝
　
憩
月
7
摂
（
火
〉

▼
蒔
聞
　
午
後
8
縛
～

▼
場
所
　
霞
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
　
第
2
3
鰹
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
も

　
岡
時
闘
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
、
参

　
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
㎜
期
欝
　
扮
月
鐙
欝
く
金
）

　
▼
時
間
午
箭
8
時
～

F
嶺
嚢
嚢
讐
多

　
　
　
　
に
集
合

▼
購
込
み
　
9
潟
3
0
儀
ま
で
紅
、

　
　
　
大
会
纂
務
周
（
公
騰
館

　
　
　
　
劔
6
…
2
2
6
5
へ
）

▼
纂
〃
集
　
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

　
　
　
　
タ
ッ
フ
も
募
集
し
ま
す
．

第
絡
回
東
頸
城
郡
美
術
展
覧
会

▼
出
舐
資
格
　
郡
内
に
住
断
登
録

　
　
　
　
ま
た
は
勤
務
地
を
脊
す

　
　
　
　
る
嵩
校
生
以
上
と
す
る

▼
作
轟
搬
入
　
⑳
月
6
田
（
月
）

　
　
　
　
～
7
闘
（
火
）
ま
で
松
之

　
　
　
　
山
購
公
艮
館
へ

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
詳
し
い
内
容

　
　
　
　
は
溝
公
罠
館
ま
で

一

’2

　
皆
さ
ん
か
ら
の
作
最
を
募
集
し

ま
す
。
多
数
ご
応
葬
く
だ
さ
い
。

▼
期
段
　
憩
月
η
鷺
（
金
）
～
鎗
醸

　
　
　
　
（
獄
）
ま
で
3
欝
間

▼
会
場
　
牧
村
跳
体
簿
館

▼
作
贔
部
門
　
「
絵
圃
、
彫
塑
・
工

　
　
　
　
警
、
書
道
、
写
翼
」
で
未

　
　
　
　
発
褒
作
舐
に
限
る

　
鐙
月
の
晶
ぴ
二
∬
教
室
は
、
楽
し

い
運
動
会
で
す
。
な
か
よ
く
楽
し
く

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
欝
　
鐙
月
8
黛
（
水
〉

▼
蒔
問
　
午
醜
9
時
～

▼
場
所
　
町
罠
体
脊
館

茶
道
の
道
具
や
作
法
な
ど
、
茶
道
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◇あぐり　　　　　　　　　溝水奮1生

◇晃なれた町に嵐が吹く　撫懸太一

◇やさしいマジック　 堤芳郎
◇父・丹羽文雄介護の欝々本獺桂子

◇プラス思考がその入を強くする

　　　　　　　　　　　齋藤茂太

◇海の両こうで笑いたい　　蕩照文夫

◇霞季を楽しむすてきな押し花　小学館

＜〉五一←歳力》ら承ケとたたカ〉う　　若月俊一一

◇「神秘と超能力」の嘘　　大槻義彦

◇ペルー8本大鍵館公邸入質事件

　　　共岡通信祇ペノレー特弩彗取材斑

◇嵐雨博士の遠めがね　　森磁葺光

◇墾母エヴァンゲリオン　小谷真理

◇梅桃が実るとき　　　　畜行あぐり

◇心にしみるお母さんのお話工～4

　　　　　　　　　　　醒本鶏介

◇続・イギリスのお蕃藻まおいしい

　　　　　　　　　MOE編集部

◇やさいのおなか　　　　きうちかつ

◇いえでだブヒブヒ　　　柳生豪ち子

　◇ねぼすけスーザのおかいもの

　　　　　　　　　　　　広野多璃子

し
　◇アジアの讐話。子どもに藷る玉～2

　　　　　　　　　　　　　松岡亭子

グ
ラ
ン
ド
の
改
修
お
わ
る

　
　
　
　
　
一
年
生
が
夏
出
登
山

◇
グ
ラ
ン
ド
の
改
修
が
終
わ
り
、
箆

違
え
る
よ
う
に
立
派
に
な
り
家
し
た
、

ぜ
ひ
｝
度
、
ご
覧
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
腐
校
で
は
、
部
活
の
支
障
が
な

馨
…

野

立派に整備された松高のグランド

い
限
り
、
施
設
を
町
畏
の
み
な
さ
ま

に
も
ご
利
薦
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

「
体
曹
施
設
開
放
事
業
し
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
購
の
体
育
脇
会
擁
盟

醐
体
に
限
P
ま
す
が
、
利
溺
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
腐
校
に
連
絡
く
だ

さ
い
。
体
欝
館
は
夜
間
の
利
馬
も
可

能
で
す
．

◇
こ
の
翼
、
㎜
郊
生
は
憶
佛
に
な
っ

て
い
る
苗
場
山
登
出
を
実
施
し
ま
し

た
．
途
中
、
小
爾
が
降
り
道
が
ぬ
か

る
ん
で
い
る
簡
所
も
あ
り
ま
し
た
が
、

全
翼
無
事
に
由
顔
に
た
ど
り
つ
き
ま

し
た
、
出
小
麗
「
遊
傭
闇
鼠
に
一
瀬
、

ご
来
光
を
揮
ん
で
下
由
、
生
徒
は
山

の
マ
ナ
茎
も
寅
く
、
途
申
の
「
ひ
か
り

塔
」
や
蕩
由
櫨
物
の
奨
し
さ
紀
感
嘆

し
て
い
ま
し
た
．
引
率
餐
の
～
人
、

篇
橋
静
男
先
生
は
笛
場
由
登
頂
二
幸

二
麟
目
と
い
う
山
の
ベ
テ
ラ
ン
、
鍮

憧例の1年生が参繍した苗場由登山

す
が
、
先
生
方
も
熱
徒
の
熱
憲
に
億

え
よ
う
と
猛
暑
の
中
が
ん
ば
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
就
職
も
本
番
で
す
。

撞
任
の
窟
永
秘
宏
先
愈
か
ら
会
縫
訪

問
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
ば
指

灘
を
受
け
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し

た
。

徒
の
ぺ
ー
ス
を
う
ま
く
つ
か
ん
で
先

灘
し
、
　
一
人
の
落
伍
轡
も
な
く
、
楽

し
い
夏
由
登
山
で
し
た
。

◇
夏
と
欝
え
ば
、
三
舘
生
に
と
っ
て

は
、
進
路
を
決
め
る
正
念
場
で
す
。

他
校
で
は
七
月
中
で
終
わ
っ
て
し
窟

う
謙
外
授
業
も
松
腐
で
は
お
盆
の
数

日
を
除
い
て
夏
休
み
中
続
き
ま
し
た
。

教
科
に
よ
っ
て
は
個
人
レ
ス
ッ
ン
で

1講纏熱、，

1　倫　　ご協力を
鵠
、
醗
秘

、，、、、

3　　乞＿
　　　謬　　　　　を考えていくための基礎資

　霧
　　　　　　　　料となります。
　　　　…
　　　　　，　　　　選ばれた世帯の篶歳以一ヒ
　　ノ　　　　　　

　　　　　　　　の皆様が対象となります。9

月下旬から調登員が皆様の貴帯に構いますので、ご

協力くださるようお願いします。

o問い合わせ先、町役場総務課財政係まで

蟻猛

灘
　
祉
蝉
腿
翻
旛
蒲
倣
淵

　
　
　
　
　
　
　
　
に
台
嵐
の
襲
来
が
多
く
、
稲
の
闘
花

　
瀞
一
薫
十
鷺
つ
て
侮
の
旧
？
」
、

懸
と
ん
ど
の
方
は
ご
葎
じ
だ
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
都
会
の
小
学
生
の

中
に
は
、
鮫
ら
な
い
子
が
い
て
も

不
思
議
で
は
あ
り
該
せ
ん
．

　
二
百
十
鰻
は
、
立
春
か
ら
二
薫

牽
躍
震
に
当
た
る
田
で
、
m
再
二

十
環
と
と
も
に
農
家
の
絃
総
、

期
と
婁
な
る
こ
と
か
ら
、
特
に

恐
れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
農
村
で
は
、
嵐
祭
り

な
ど
と
呼
ぶ
、
風
水
を
防
ぐ
祭

り
が
行
わ
れ
て
い
窪
す
。
こ
の

旧
を
中
心
に
し
て
地
元
の
入
々
が
、

が
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
二
欝
十
欝
と
い
う
讐
葉
を
知
ら
な

い
都
会
の
子
ど
も
が
多
い
の
は
、
農

も
ち
や
雰
飯
、
濟
な
ど
を
湧
意
し
、
神

社
や
お
堂
に
お
こ
も
り
を
す
る
颪
習

業
の
経
験
が
少
な
い
た
め
ぱ
か

り
で
は
あ
り
象
せ
ん
。
簸
近
は

稿
の
品
種
改
良
が
進
ん
で
、
二

欝
牽
撰
と
い
う
こ
と
に
以
萬
ほ

ど
こ
だ
わ
ら
な
く
な
り
、
恐
れ

ら
れ
な
く
な
っ
た
せ
い
も
あ
り
ま
す
。

人
餓
最
種
の
瀞
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
は
、

出
穂
期
が
八
月
初
め
、
九
月
半
ば
に

に
は
収
穫
で
す
。
そ
れ
と
、
大
き
な

台
風
は
九
月
初
め
よ
り
下
旬
に
多
く

き
ま
す
。
戦
後
の
顕
著
な
台
風
と
し

は
、
「
澗
爺
丸
台
風
」
「
狩
野
川
台
風
」

「
僻
勢
湾
台
風
狐
な
ど
、
い
ず
れ
も
九

月
二
十
五
沼
か
ら
皿
十
八
旧
の
闘
で

す
。　

九
月
…
田
は
「
防
災
の
績
し
。
八
月

三
牽
田
～
九
月
瀧
日
は
「
防
災
週
聞
し

で
し
た
。
こ
の
期
聞
中
に
地
震
対
策
、

風
水
轡
対
策
な
ど
の
災
審
に
対
す
る

鐡
練
や
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
改
め
て
、
防
災
に
頬

す
る
関
心
を
深
め
る
よ
う
に
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
．
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膓
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□

　
楽
し
く
体
を
動
か
し
健
康
維
持
に

つ
い
て
の
慧
欲
を
も
と
う
、
今
園
は
、

家
殿
で
で
き
る
健
康
体
操
や
楽
し
い

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

m
月
2
鷺
（
木
V

午
蔚
鎗
時
3
0
分
～

露
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

丸
山
サ
ワ
さ
ん
（
松
之
山

人
材
バ
ン
ク
）

の
初
歩
に
つ
い
て
掌
び
ま
す
、

▼
期
澱
憩
月
9
鷺
（
木
〉

▼
時
間
　
午
後
7
聴
3
0
分
～

▼
場
所
　
獲
然
休
養
村
セ
ン
タ
肇

第
9
回
全
国
生
涯
学
習

｝
フ
ヱ
ス
テ
ィ
バ
ル

と

・
湯

　
盤
涯
掌
習
冤
本
布
で
は
、
企
業
・

懸
体
・
窮
町
栂
等
か
ら
の
活
動
や
楽

し
く
掌
ぷ
た
め
の
多
様
な
情
報
、
学

習
機
羅
、
サ
…
ビ
ス
、
ま
ち
づ
く
り
の

実
践
例
等
の
紹
介
、
提
案
や
展
示
を

行
い
ま
す
。

　
ご
来
場
の
皆
様
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

「
ま
な
び
」
と
の
出
会
い
を
提
供
し
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
轡
活
動
を
行
う

き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
期
欝
　
憩
月
9
鷺
～
捻
田
ま
で

▽
場
所
　
新
潟
策
（
メ
イ
ン
会
場
）

　
　
　
　
上
越
帯
勉
、
4
会
場

第
3
回
湯
鳥
駅
伝
大
会

　
（
第
9
回
金
国
生
涯
学
翼
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
協
賛
事
業
）

門

▼
期
欝

▼
時
問

▼
場
研

▼
講
舗

圏回

闘
国
U

　
秋
の
実
り
が
表
現
で
き
る
よ
う
に

材
料
や
生
け
か
た
を
工
夫
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

▼
期
欝
　
憩
月
7
摂
（
火
〉

▼
蒔
聞
　
午
後
8
縛
～

▼
場
所
　
霞
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
　
第
2
3
鰹
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
も

　
岡
時
闘
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
、
参

　
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
㎜
期
欝
　
扮
月
鐙
欝
く
金
）

　
▼
時
間
午
箭
8
時
～

F
嶺
嚢
嚢
讐
多

　
　
　
　
に
集
合

▼
購
込
み
　
9
潟
3
0
儀
ま
で
紅
、

　
　
　
大
会
纂
務
周
（
公
騰
館

　
　
　
　
劔
6
…
2
2
6
5
へ
）

▼
纂
〃
集
　
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

　
　
　
　
タ
ッ
フ
も
募
集
し
ま
す
．

第
絡
回
東
頸
城
郡
美
術
展
覧
会

▼
出
舐
資
格
　
郡
内
に
住
断
登
録

　
　
　
　
ま
た
は
勤
務
地
を
脊
す

　
　
　
　
る
嵩
校
生
以
上
と
す
る

▼
作
轟
搬
入
　
⑳
月
6
田
（
月
）

　
　
　
　
～
7
闘
（
火
）
ま
で
松
之

　
　
　
　
山
購
公
艮
館
へ

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
詳
し
い
内
容

　
　
　
　
は
溝
公
罠
館
ま
で

一

’2

　
皆
さ
ん
か
ら
の
作
最
を
募
集
し

ま
す
。
多
数
ご
応
葬
く
だ
さ
い
。

▼
期
段
　
憩
月
η
鷺
（
金
）
～
鎗
醸

　
　
　
　
（
獄
）
ま
で
3
欝
間

▼
会
場
　
牧
村
跳
体
簿
館

▼
作
贔
部
門
　
「
絵
圃
、
彫
塑
・
工

　
　
　
　
警
、
書
道
、
写
翼
」
で
未

　
　
　
　
発
褒
作
舐
に
限
る

　
鐙
月
の
晶
ぴ
二
∬
教
室
は
、
楽
し

い
運
動
会
で
す
。
な
か
よ
く
楽
し
く

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
欝
　
鐙
月
8
黛
（
水
〉

▼
蒔
問
　
午
醜
9
時
～

▼
場
所
　
町
罠
体
脊
館

茶
道
の
道
具
や
作
法
な
ど
、
茶
道

新刊図書紹介『□

◇あぐり　　　　　　　　　溝水奮1生

◇晃なれた町に嵐が吹く　撫懸太一

◇やさしいマジック　 堤芳郎
◇父・丹羽文雄介護の欝々本獺桂子

◇プラス思考がその入を強くする

　　　　　　　　　　　齋藤茂太

◇海の両こうで笑いたい　　蕩照文夫

◇霞季を楽しむすてきな押し花　小学館

＜〉五一←歳力》ら承ケとたたカ〉う　　若月俊一一

◇「神秘と超能力」の嘘　　大槻義彦

◇ペルー8本大鍵館公邸入質事件

　　　共岡通信祇ペノレー特弩彗取材斑

◇嵐雨博士の遠めがね　　森磁葺光

◇墾母エヴァンゲリオン　小谷真理

◇梅桃が実るとき　　　　畜行あぐり

◇心にしみるお母さんのお話工～4

　　　　　　　　　　　醒本鶏介

◇続・イギリスのお蕃藻まおいしい

　　　　　　　　　MOE編集部

◇やさいのおなか　　　　きうちかつ

◇いえでだブヒブヒ　　　柳生豪ち子

　◇ねぼすけスーザのおかいもの

　　　　　　　　　　　　広野多璃子

し
　◇アジアの讐話。子どもに藷る玉～2

　　　　　　　　　　　　　松岡亭子

グ
ラ
ン
ド
の
改
修
お
わ
る

　
　
　
　
　
一
年
生
が
夏
出
登
山

◇
グ
ラ
ン
ド
の
改
修
が
終
わ
り
、
箆

違
え
る
よ
う
に
立
派
に
な
り
家
し
た
、

ぜ
ひ
｝
度
、
ご
覧
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
腐
校
で
は
、
部
活
の
支
障
が
な

馨
…

野

立派に整備された松高のグランド

い
限
り
、
施
設
を
町
畏
の
み
な
さ
ま

に
も
ご
利
薦
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

「
体
曹
施
設
開
放
事
業
し
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
購
の
体
育
脇
会
擁
盟

醐
体
に
限
P
ま
す
が
、
利
溺
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
腐
校
に
連
絡
く
だ

さ
い
。
体
欝
館
は
夜
間
の
利
馬
も
可

能
で
す
．

◇
こ
の
翼
、
㎜
郊
生
は
憶
佛
に
な
っ

て
い
る
苗
場
山
登
出
を
実
施
し
ま
し

た
．
途
中
、
小
爾
が
降
り
道
が
ぬ
か

る
ん
で
い
る
簡
所
も
あ
り
ま
し
た
が
、

全
翼
無
事
に
由
顔
に
た
ど
り
つ
き
ま

し
た
、
出
小
麗
「
遊
傭
闇
鼠
に
一
瀬
、

ご
来
光
を
揮
ん
で
下
由
、
生
徒
は
山

の
マ
ナ
茎
も
寅
く
、
途
申
の
「
ひ
か
り

塔
」
や
蕩
由
櫨
物
の
奨
し
さ
紀
感
嘆

し
て
い
ま
し
た
．
引
率
餐
の
～
人
、

篇
橋
静
男
先
生
は
笛
場
由
登
頂
二
幸

二
麟
目
と
い
う
山
の
ベ
テ
ラ
ン
、
鍮

憧例の1年生が参繍した苗場由登山

す
が
、
先
生
方
も
熱
徒
の
熱
憲
に
億

え
よ
う
と
猛
暑
の
中
が
ん
ば
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
就
職
も
本
番
で
す
。

撞
任
の
窟
永
秘
宏
先
愈
か
ら
会
縫
訪

問
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
ば
指

灘
を
受
け
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し

た
。

徒
の
ぺ
ー
ス
を
う
ま
く
つ
か
ん
で
先

灘
し
、
　
一
人
の
落
伍
轡
も
な
く
、
楽

し
い
夏
由
登
山
で
し
た
。

◇
夏
と
欝
え
ば
、
三
舘
生
に
と
っ
て

は
、
進
路
を
決
め
る
正
念
場
で
す
。

他
校
で
は
七
月
中
で
終
わ
っ
て
し
窟

う
謙
外
授
業
も
松
腐
で
は
お
盆
の
数

日
を
除
い
て
夏
休
み
中
続
き
ま
し
た
。

教
科
に
よ
っ
て
は
個
人
レ
ス
ッ
ン
で

1講纏熱、，

1　倫　　ご協力を
鵠
、
醗
秘

、，、、、

3　　乞＿
　　　謬　　　　　を考えていくための基礎資

　霧
　　　　　　　　料となります。
　　　　…
　　　　　，　　　　選ばれた世帯の篶歳以一ヒ
　　ノ　　　　　　

　　　　　　　　の皆様が対象となります。9

月下旬から調登員が皆様の貴帯に構いますので、ご

協力くださるようお願いします。

o問い合わせ先、町役場総務課財政係まで

蟻猛

灘
　
祉
蝉
腿
翻
旛
蒲
倣
淵

　
　
　
　
　
　
　
　
に
台
嵐
の
襲
来
が
多
く
、
稲
の
闘
花

　
瀞
一
薫
十
鷺
つ
て
侮
の
旧
？
」
、

懸
と
ん
ど
の
方
は
ご
葎
じ
だ
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
都
会
の
小
学
生
の

中
に
は
、
鮫
ら
な
い
子
が
い
て
も

不
思
議
で
は
あ
り
該
せ
ん
．

　
二
百
十
鰻
は
、
立
春
か
ら
二
薫

牽
躍
震
に
当
た
る
田
で
、
m
再
二

十
環
と
と
も
に
農
家
の
絃
総
、

期
と
婁
な
る
こ
と
か
ら
、
特
に

恐
れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
農
村
で
は
、
嵐
祭
り

な
ど
と
呼
ぶ
、
風
水
を
防
ぐ
祭

り
が
行
わ
れ
て
い
窪
す
。
こ
の

旧
を
中
心
に
し
て
地
元
の
入
々
が
、

が
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
二
欝
十
欝
と
い
う
讐
葉
を
知
ら
な

い
都
会
の
子
ど
も
が
多
い
の
は
、
農

も
ち
や
雰
飯
、
濟
な
ど
を
湧
意
し
、
神

社
や
お
堂
に
お
こ
も
り
を
す
る
颪
習

業
の
経
験
が
少
な
い
た
め
ぱ
か

り
で
は
あ
り
象
せ
ん
。
簸
近
は

稿
の
品
種
改
良
が
進
ん
で
、
二

欝
牽
撰
と
い
う
こ
と
に
以
萬
ほ

ど
こ
だ
わ
ら
な
く
な
り
、
恐
れ

ら
れ
な
く
な
っ
た
せ
い
も
あ
り
ま
す
。

人
餓
最
種
の
瀞
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
は
、

出
穂
期
が
八
月
初
め
、
九
月
半
ば
に

に
は
収
穫
で
す
。
そ
れ
と
、
大
き
な

台
風
は
九
月
初
め
よ
り
下
旬
に
多
く

き
ま
す
。
戦
後
の
顕
著
な
台
風
と
し

は
、
「
澗
爺
丸
台
風
」
「
狩
野
川
台
風
」

「
僻
勢
湾
台
風
狐
な
ど
、
い
ず
れ
も
九

月
二
十
五
沼
か
ら
皿
十
八
旧
の
闘
で

す
。　

九
月
…
田
は
「
防
災
の
績
し
。
八
月

三
牽
田
～
九
月
瀧
日
は
「
防
災
週
聞
し

で
し
た
。
こ
の
期
聞
中
に
地
震
対
策
、

風
水
轡
対
策
な
ど
の
災
審
に
対
す
る

鐡
練
や
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
改
め
て
、
防
災
に
頬

す
る
関
心
を
深
め
る
よ
う
に
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
．

‘3
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F
O
寸
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榔

松之1ま．1町役場　費6…3茎瓢

［
ミ
モ
ミ
モ
モ
モ
ヨ
ミ
き
き
じ
き
モ
ヨ
き
ヨ
ド
ヨ
ヨ
き
モ
ド

戦
没
考
等
の

遺
族
の
み
な
さ
ま
へ

　
　
　
　
　
　
　
総
務
課
住
鏡
係

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
、

平
成
憩
年
3
月
31
臼
ま
で
で
す
！

◇
平
成
7
年
4
月
－
緯
に
お
い
て
、

　
遺
族
の
中
に
公
務
扶
助
料
、
遺
族

　
無
金
等
の
受
給
権
を
脊
す
る
煮
が

　
い
な
い
場
禽
に
、
戦
没
煮
等
の
死

　
霞
当
瞬
に
三
親
等
内
で
あ
っ
た
逡

　
族
の
方
に
、
特
甥
隅
慰
金
と
し
て

　
額
藤
4
0
万
円
、
節
葎
慨
還
の
鐡
僕

　
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
講
求
の
受
付
は
平
成
憩
年
3
月
鐡

　
鷺
濠
で
で
す
．

◇
詳
し
く
は
、
臨
役
場
総
務
諜
住
跳

　
係
ま
で
お
問
い
倉
わ
せ
く
だ
さ
い
．

　
魏
6
－
3
三
3
三
（
内
線
灘
）

　
　
　
　
　
　
　
蜻
縮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
燈

社
会
保
険
よ
ろ
ず
相
談

所
を
開
設
し
ま
す

　
　
　
　
上
越
投
会
保
険
事
務
蕨

　
こ
の
た
び
、
健
康
保
険
、
解
盤
奪

金
保
険
、
麟
罠
葎
金
な
ど
祇
会
保
険

に
関
す
る
各
種
相
談
に
硲
じ
る
「
縫

会
保
険
よ
ろ
ず
相
談
勝
篇
を
闘
設
す

る
こ
と
に
な
り
塞
し
た
、

　
獲
ご
ろ
、
社
会
保
険
に
醐
す
る
こ

と
で
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
お
鐵
軽
に
横
談
勝
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◇
醐
催
懸
嚢
憩
月
別
鷺
（
火
〉
午
鹸

　
憩
時
か
ら
午
後
3
蒋
ま
で

◇
場
　
所
§
松
代
町
　
松
代
総
禽
セ

　
ン
タ
葦

◇
問
い
余
わ
せ
先
§
祇
会
保
険
事
務

　
瑛
（
上
越
市
照
城
隣
3
－
n
…
欝
〉

　
費
0
2
5
き
ー
2
4
ー
嵯
－
王
ー

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の

追
加
接
種
を
！

　
　
　
　
　
　
購
保
健
セ
ン
タ
ー

　
こ
の
ほ
ど
、
摩
生
雀
の
調
齋
で
昭

憩
50
葎
か
ら
昭
瀦
52
年
に
生
濠
れ
た

方
に
つ
い
て
、
潔
リ
オ
の
免
疫
を
保

衛
し
て
い
る
方
の
翻
禽
が
弛
の
年
齢

麟
に
比
べ
て
低
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
ポ
リ
オ
の
魏
疫
を
袴
し
て
い

な
け
れ
ば
、
ポ
リ
オ
常
筏
躍
へ
渡
航

す
る
場
食
な
ど
ポ
リ
オ
に
感
染
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
昭
釈
59
薙
か
ら
昭
瀦
5
2
年
生
ま
れ

の
方
で

①
外
國
に
蕨
行
さ
れ
る
時

②
お
子
さ
ま
が
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
接

　
種
を
受
け
る
蒔

に
、
再
度
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
僧
6
－
3
7
0
5

一き
き
9
月
は
「
障
警
者
雇
罵
促

進
月
間
届
で
す

　
　
　
　
　
八
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
越

　
労
働
織
で
は
、
毎
奪
9
月
を
「
障

警
餐
雇
綿
健
進
月
闘
し
と
定
め
、
障

警
暫
の
雇
用
を
一
屡
捉
進
す
る
た
め

広
く
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
窃

　
当
所
で
も
次
の
と
お
り
障
轡
者
の

雇
馬
を
促
進
す
る
た
め
の
行
事
を
欝

爾
し
ま
し
た
。
ご
参
撫
く
だ
さ
い
、

⑬
障
害
餐
求
人
説
明
会

◇
繍
聴
縫
9
月
m
田
（
金
〉

　
午
後
圭
縛
～
4
時

〈
〉
場
斯
鐸
ホ
テ
ル
ハ
イ
マ
ー
ト

　
灘
越
幣
申
央
王
ー
2
…
3

◇
内
容
嚢
障
霧
響
と
事
業
窓
と
の

　
　
「
集
國
お
見
禽
い
方
式
観
の
面
接
会

⑪
W
に
い
が
た
障
蜜
餐
屡
爾
促
進
フ

　
ェ
ア

｛
ミ
i

9月の交通要釜”1
　　　キャンペーン　i
　　　　　　　　　　ヨ
秋の全撰交通安全運動1

9月2玉臼～9月30臼までの

　　　　　　　　10臼間

＜運動のスローガン＞

夕暮れは

　気くばり圏くばり

　　　　　思いやり

一

ま
つ
の
や
ま
文
芸

「

｝

　
を
　
　
　
　
　
タ

　
ハ
　
　
”
穆

ホ
ホ
ホ
ー
は
ウ
グ
イ
ス
里
の
感
嘆
符

真
夜
中
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
秋
の
虫

齢
璽
ね
こ
こ
ろ
も
背
な
も
丸
く
す
る

　
　
　
　
　
　
黒
倉
（
一
枚
圏
〉

柳
友
作
品
紹
介

兇
て
く
れ
の
悪
さ
も
虫
の
保
身
術

ひ
と
月
の
早
さ
は
月
謝
袋
か
ら

落
胆
の
β
に
も
地
球
一
は
心
動
い
て
る

草
杓
　
皿
孝

安
　
子

美
代
子

三
　
よ

心｝

◇
田
時
賛
9
月
2
0
鷺
（
土
）
～
鍛
総

　
（
霞
）
年
蔚
鈴
時
～
ギ
後
8
詩

　
〈
雛
欝
は
午
後
5
縛
ま
で
〉

◇
場
所
賛
ジ
ャ
ス
コ
上
越
旛

◇
内
容
§
①
障
審
煮
雇
薦
捉
進
パ
ネ

　
ル
展
示
②
障
審
餐
兜
童
・
盗
徒
等

　
か
ら
募
集
し
た
絵
爾
の
展
承
な
ど

◇
…
問
い
〈
瓜
わ
せ
先
賛
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
上
越
（
上
越
公
共
職
業
安
定
勝
〉

　
致
0
2
5
5
－
2
3
…
6
王
2
1

∫4・

　
　
町
文
化
協
会
の
箏
真
部
会
で
は
、

　
　
「
私
の
す
き
な
～
松
之
撫
の
自
然
～

　
穿
真
コ
ン
テ
ス
ト
無
を
闘
健
し
ま
す
。

　
あ
な
た
も
応
幕
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
◇
テ
ー
マ
藝
私
の
す
き
な
・
松
之
山

　
　
の
自
然
　
松
之
寓
の
鰻
季
や
自
然

　
　
な
ど
幡
広
い
分
野
を
対
象
と
す
る
．

　
◇
締
切
縫
賛
単
成
9
年
9
月
30
田
㈹

　
◇
応
募
先
§
松
之
由
町
公
属
館
内

　
　
松
之
山
町
文
化
協
会
　
写
糞
部
会

　
◇
旛
募
轄
…
人
3
煮
以
内
、
組
写
翼

　
　
は
6
枚
以
内
ゑ
組
1
点
）
、
総
億

　
　
地
、
プ
ロ
、
ア
マ
を
問
わ
な
い
、

　
◇
作
磁
眞
慶
発
表
も
可
ウ
版
権
は
撮

　
　
影
響
に
帰
罵
す
る
。
作
品
は
原
則
返

　
　
劫
し
な
い
。
返
却
希
望
の
場
禽
は
、

　
　
応
募
票
に
そ
の
冒
記
載
す
る
ゆ

　
◇
サ
イ
ズ
鴛
プ
リ
ン
ト
　
六
ツ
切
以

ん
鵬

馳
鐙

箏
‘
“

軸
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ウ

　
　
　
　
　
　
隊
　
栽

　
　
　
　
　
　
お
球
徴
》

薦
鱒
、
叢
．

私
の
す
き
な
松
之
山
の
自
然

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
募
集
〃

　
上
で
パ
ネ
ル
貼
り
か
額
襲
に
限
る
。

　
（
ネ
ガ
プ
リ
ン
ト
、
ダ
イ
レ
ク
ト

　
プ
リ
ン
ト
、
由
黒
い
ず
れ
も
可
）

◇
選
考
縫
町
農
業
祭
に
て
展
示
し
、

　
入
場
者
の
投
票
に
よ
り
写
翼
部
会

　
で
集
約
選
考
す
る
。
ま
た
、
特
劉
賞

　
も
薦
意
す
る
。

◇
表
彰
餐
松
之
由
購
の
鑛
然
の
寅
さ

　
を
見
薩
す
こ
と
に
質
献
し
た
こ
と

　
を
讃
え
、
賞
知
㎜
を
贈
呈
す
る
。

◇
応
募
票
嚢
騎
公
畏
館
に
驚
意
。
応

　
募
票
は
作
最
に
貼
付
す
る
．

◇
問
い
合
わ
せ
先
舞
松
之
出
町
公
幾

　
館
鶯
6
－
2
2
6
5

　
松
之
山
町
祇
会
福
祉
協
議
会
に
善

意
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
鷹
竃

福
祉
の
肉
上
の
た
め
に
活
幣
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
、

▽
佐
藤
　
罰
　
様
ハ
天
水
越
〉

　
　
　
婁
δ
、
Q
8
羅

　
　
　
松
之
鵜
町
糠
会
編
祉
協
議
会

　
先
月
弩
の
8
ぺ
ー
ジ
の
褒
題
で

「
中
学
3
年
生
が
職
場
体
験
学
翌
」

は
「
中
掌
2
年
生
が
職
場
体
験
学

習
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ

び
し
ま
す
。

で
も
峯
2

△
覆
砺
気
濠
肇
，

○議遷
ゾ
O

亀

り
0

者＆掬
孫
蔦
、

　
議

　
　
泉

　
　
　
温

　
　
　
山
’

華
之
、

の
松

　
湯

ノ
●たし

翻還

纒
．
、
鐡

…
藻
織

…
羅
薦
、
・

灘
欝

霧
懸

（お問い含わせ先〉

有限会祇　湯・米・心まつのや家

　歪讐6－2402　　FAX6－2406

町の新しいお土産品が誕生しま

　　　　　　　　　喋襟臨謬

　　．　　　！鍵蜘　　麟灘
　《湾酒一美人林》

　おふくろ館、希望館のオリジナル酒として造られました。飲みく

ち、さわやかお試しください，

　《そばせんべい》

　松之霞産のそば粉を使ったせんべいです。奮限会馳湯・米・心ま

つのやま関連施設や松之霞温泉のお土産物庸で販売されています。

お土産にお使いくださいひ

　《湯の華一松之由温泉》

　塩分だけ揮え、松之由温泉の成分をその象まの「湯の華3です。

禽限会社湯・米・心まつのやま関連施設や松之由温泉のホテル・旅

館の売膚、土産物膚で好評発売されています。
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湯驚米藁か獄
幽醐幽幽齢一孫臨剃．

筆つのやま

広報

環

発行9／平成§年鐙鍔過銭　禰集・発行／松之嶺鐵γ段場総務謙

マ942一…毒新潟県灘轍鋸松之出霞挟字総之患1212－3丁砒肇25騨一6勇撒FAXひ2559略一識5

貴重な蝶の標本が志賀夘助氏から町へ〈関連講は頭〉

今月弩の主な内容

10　　19襲7
　　No．250

晦礎）平成8年度会計の決算…　・◆一…　　…2～3

ポイ捨て条綱が施行、蝶の標本が搬入……感～5

議会建弼会、鐡稼ぎ者のみなさんヘー　…6～7

みんなの広場／わたしの主張…　　　……8～9

町の話題／松中3奪生が松高へ体験入掌…10～H

黄色いハンカチ運動を展醐、お知らぜ……欝～鍾

回圏回團
お《糟ゐ《擁電》

村由　シノさん　86歳　湯本（宮下／

竹内フジさん88歳坂中（紬〉
篤橋　政子さん　59歳　天水島（久保露〉

高橋　トクさん　85歳　大荒戸ぐ吉賀屋〉

村山　英湊さん59歳湯　霞（谷の上〉

瀧澤　キサさん　93歳　天水越（浅院〉

※8月i段から3蝦までの窟鐵分です。

※広報に載せてほしくない方は、麟串の

ときに窓擬にお話ください。

町の動き

　　　　　　　9月i揖現在
　　総人1コ　3，380人（一9）

　　　男王，崩7人（一2）

　　　女1，733人（一7〉

　　世帯数　1，超9芦（一i〉

　　　　（　〉内は繭月との比較

町民憲章，羅零，、53琵，矯調避

わたしたちは松之山羅葺蝿ですη郷二Lを愛し、

みんなでより．蒙い購づく幣をしよう啓

欝蔑6）合蕩葉
1、婆しい緑と轍の中で

　心難かな人続なろう
三、ブナの櫓が触れ懲うように

　連帯の心をもとう
ま、湧きいづる湯祭のように

　　翻遣のカを蕎めよう

温泉定休日
貯　1温泉センター1翠の湯

9月ll，：缶1璽63。

朋lg23！％。
砿

甲
盒
奮
緊

ぽくの絵わたしの絵　　松里保育所

メ

繋
㎜
．

　
弧
鉾

萱

糖

　＜うさぎ総＞
たカぎきましぴく

高橋李匂くん
　（天水島・半助〉

ぼくのかお

ぽくがわらっているところ

囑

講靴，幽
く策水島・警楽）

　　じゃがいもおこし
ぽくとたくとくんとながさわかずやくんが

じゃがいもをおこしているところ

◇8月のできごと

三段　夏の交通事故防窺運動

　　　（～王（｝欝まで〉

2鑓　野村万作公演

9類　真夏σ）雪まつり

2倉段　献磁（役場）

28段　購ゲートボール大会

29日　農業委員会総会

蚤

◇9月三3霞～憩湾鐙βの予定

18a　リハビリ教室

21ヨ　秋の全麗交通安全運動

　　　　（～3（｝羅まで）

39β　保膏漸倉賜体力づくり

2演　議会定鋼会（～3ξ彗予定〉

5田　きのこ狩り

憩εi湯鳥駅伝大会、きのこ独

　　り、健康マラソン

編
集
室
か
ら

▼
八
月
二
騰
に
野
村
万
作
さ
ん
の
狂

鷺
の
公
演
が
あ
り
、
私
も
初
め
て
狂

欝
を
晃
せ
て
い
た
だ
き
濠
し
た
。
予

想
し
て
い
た
以
上
に
お
も
し
ろ
く
楽

し
い
公
演
で
し
た
。
テ
レ
ビ
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
回
し
て
い
る
と
教
欝
テ
レ

ビ
で
蒔
々
狂
欝
を
や
っ
て
い
る
の
を

チ
ラ
ッ
と
見
た
こ
と
が
あ
ウ
ま
す
が
、

こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い
と
は
…

…
…
。
公
演
当
躍
、
購
外
か
ら
も
大

勢
の
獲
欝
フ
ァ
ン
が
会
場
に
詰
め
か

け
た
こ
と
が
納
得
で
き
ま
し
た
。
憲

催
し
た
実
行
凌
愚
会
の
み
な
さ
ん
、

地
元
嵩
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
み
な

さ
ん
本
当
に
ご
著
労
さ
ま
で
し
た
、

ざ6

1
創
①
寸
ー


